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1

代

表

幹

事

挨

拶

み
す
ず
書
房
　
片
桐
幹
夫

　
2
0
2
3
年
5
月
19
日
に
行
わ
れ
た
人
文
会
年
次
総
会
に
お
い
て
、
代
表
幹
事
を
拝
命
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
他
の
役
員
人
事
と
し
て
、
書
記
幹
事
・
水
口
大
介
氏（
創
元
社
）、
会
計
幹
事
・
片
山
伸
治
氏（
吉
川
弘
文
館
）、
春
秋
社

の
吉
岡
聡
氏
が
〈
販
売
・
企
画
〉
委
員
会
委
員
長
、
青
土
社
の
森
卓
巳
氏
が
〈
調
査
・
研
修
〉
委
員
会
委
員
長
、
白
水

社
の
岩
野
忠
昭
氏
が
〈
広
報
〉
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
す
べ
て
の
幹
事
が
再
任
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
6
名
の
幹

事
で
今
後
1
年
間
、
会
の
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
委
員
会
の
副
委
員
長
と
し
て
、〈
販
売
・
企
画
〉

委
員
会
副
委
員
長
に
段
塚
省
吾
氏（
紀
伊
國
屋
書
店
）、〈
調
査
・
研
修
〉
委
員
会
副
委
員
長
に
澤
畑
塁
氏（
東
京
大
学
出
版

会
）、〈
広
報
〉
委
員
会
副
委
員
長
に
乙
子
智
氏（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
残
念
な
が
ら
、
日
本
評
論
社
が
一
年
間
の
休
会
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
書
店
店
頭
の
状
況
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
増
し
、
流
通
再
編
の
動
き
も
さ
ら
に
加
速
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
人
文
会
は
今
夏
、『
人
文
書
販
売
の
手
引
き
』
の
改
訂
版（
W
E
B
版
）
を
リ
リ
ー
ス
致
し
ま

す
。
書
店
様
に
向
け
て
、
人
文
書
を
販
売
す
る
意
味
を
改
め
て
お
伝
え
す
る
と
共
に
、
読
者
の
皆
様
に
は
人
文
書
の
奥

深
い
楽
し
さ
を
さ
ら
に
知
っ
て
頂
き
た
い
と
願
い
、
制
作
致
し
ま
し
た
。

　
人
文
会
は
こ
れ
か
ら
も
、
良
書
の
刊
行
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
読
者
の
皆
様
に
良
書
を
お
届
け
す
る
た
め

の
新
た
な
施
策
を
吟
味
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
出
版
業
界
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
共
に
、
様
々
な

課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
、
役
員
、
各
委
員
へ
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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震
災
と
い
え
ば
、「
風
化
さ
せ
る
な
」「
記
憶
の
継
承
」
な
ど
の

文
句
が
や
た
ら
つ
い
て
く
る
こ
と
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
直
近
の
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
で
す

ら
一
二
年
の
一
昔
に
な
っ
た
。
昨
年
実
施
さ
れ
た
N
H
K
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
震
災
の
記
憶
や
教
訓
の
「
風
化
が
進

ん
で
い
る
」
と
感
じ
る
人
が
被
災
地
の
岩
手
・
宮
城
・
福
島
で
も

六
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
と
い
う
。
一
生
に
一
度
の
深
刻
な
経

験
を
し
た
人
々
が
そ
う
感
じ
る
の
だ
か
ら
、
多
数
の
非
被
災
者
に

と
っ
て
は
な
お
さ
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
稿
の
筆
者
は
東
北
出
身
者（
被
災
三
県
の
隣
県
）だ
が
、
長
い

東
京
生
活
を
経
て
数
年
前
か
ら
関
西
に
居
住
し
て
い
る
。
そ
の
せ

い
も
あ
っ
て
か
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
話
を
す
る
機
会
が
極

端
に
減
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
地
で
使
わ
れ
る
「
震
災
」
と
い
う

言
葉
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
意
味
す
る
こ
と

が
一
般
的
で
あ
る
。
つ
い
で
に
い
っ
て
お
く
と
、
恐
怖
さ
れ
て
い

る
次
の
地
震
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
あ
っ
て
首
都
直
下
地
震
で
は

な
い
。

　
さ
て
、
本
稿
の
主
題
は
一
九
二
三
年
九
月
に
発
生
し
た
関
東
大

震
災
で
あ
る
。
今
年
は
、
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
周
年
に
あ
た
る
。
こ

の
震
災
に
関
し
て
す
ら
、
い
ま
だ
に
「
風
化
さ
せ
る
な
」「
記
憶

の
継
承
」
の
か
け
声
が
飛
ぶ
。
そ
れ
に
は
の
ち
に
触
れ
る
よ
う
な

も
っ
と
も
な
理
由
が
あ
る
の
だ
が
、
関
連
出
版
物
の
刊
行
数
か
ら

察
す
る
に
、
九
〇
周
年
に
あ
た
る
一
〇
年
前
よ
り
も
こ
の
震
災
に

対
す
る
関
心
は
低
下
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
一
〇

年
前
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
関
東
大

震
災
に
対
す
る
大
き
な
関
心
が
ま
だ
持
続
し
て
い
た
、
と
見
た
ほ

尾
原
宏
之 （
甲
南
大
学
法
学
部
教
授
）

｜
15
分
で
読
む
｜

関
東
大
震
災
一
〇
〇
年



3 15分で読む　関東大震災一〇〇年

う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
実
に
安
易
で
は
あ
る
が
、「
国
立
国

会
図
書
館
サ
ー
チ
」
で
キ
ー
ワ
ー
ド
「
関
東
大
震
災
」
を
入
力
し

て
ヒ
ッ
ト
す
る
書
籍
や
記
事
・
論
文
な
ど
の
数
を
出
版
年
ご
と
に

調
べ
て
み
た
。
東
日
本
大
震
災
の
前
年
二
〇
一
〇
年
は
一
二
〇
件

だ
っ
た
が
、
翌
二
〇
一
一
年
に
三
八
〇
件
と
三
倍
以
上
に
増
加

し
た
。
二
〇
一
二
年
は
二
二
二
件
、
関
東
大
震
災
九
〇
周
年
の

二
〇
一
三
年
は
二
九
一
件
、
二
〇
一
四
年
は
二
九
七
件
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
二
〇
一
五
年
、
一
気
に
一
〇
〇
件
以
上
減
っ
て
一
七
八

件
と
な
る
。
そ
れ
以
降
は
東
日
本
大
震
災
前
の
水
準
に
戻
っ
て
年

間
一
二
〇
件
前
後
で
推
移
す
る
。
今
年
は
半
分
す
ぎ
た
段
階
で

一
〇
〇
件
を
突
破
し
た
の
で
、
例
年
よ
り
多
い
だ
ろ
う
。
関
東
大

震
災
に
関
す
る
研
究
史
が
こ
れ
ま
で
「
周
年
行
事
的
に
進
展
し
て

き
た
」
こ
と
を
歴
史
学
者
の
吉
田
律
人
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
多

少
の
タ
イ
ム
ラ
グ
は
あ
る
と
し
て
も
、
今
後
も
そ
の
パ
タ
ー
ン
を

た
ど
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
一
〇
〇
年
の
大
き

な
節
目
を
超
え
る
と
本
格
的
に
関
心
が
沈
滞
す
る
こ
と
も
想
像
で

き
る
。
不
謹
慎
だ
が
、
将
来
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
発
生
し
て
関
心
が
再
浮
上
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
関
東
大
震
災
の
み
な
ら
ず
、
震
災
を
め
ぐ
る
語
り
全
般
が
敬
遠

さ
れ
て
い
る
の
で
需
要
が
減
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。

た
と
え
ば
、
試
み
にG

oogle

検
索
で
「
震
災
特
番
」「
震
災
番
組
」

な
ど
と
い
う
言
葉
を
入
れ
て
み
る
と
、
す
ぐ
「
う
ん
ざ
り
」「
う

ざ
い
」
な
ど
の
予
測
ワ
ー
ド
が
出
て
く
る
。
二
〇
一
六
年
に
は
、

ま
だ
震
災
か
ら
五
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
の
に
「
震
災
特
番

「
視
聴
率
全
滅
」
が
意
味
す
る
も
の
」
な
ど
と
い
う
週
刊
誌
の
記

事
が
話
題
に
な
っ
た
。
震
災
を
風
化
さ
せ
ま
い
と
す
る
メ
デ
ィ
ア

側
の
熱
意
が
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
の
は
た
し
か
な
よ
う
で
、
積
極
的

に
忌
避
す
る
層
が
形
成
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ

れ
は
、
千
差
万
別
で
あ
る
個
々
人
の
被
災
と
再
起
の
経
験
を
、
繰

り
返
し
テ
レ
ビ（
新
聞
）
向
け
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
鋳
型
に
流
し
込

み
続
け
た
こ
と
で
生
じ
た
忌
避
感
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
多
数
の

自
主
的
な
避
難
者
を
生
み
出
し
た
放
射
能
騒
動
の
、
あ
の
不
快
な

思
い
出
を
呼
び
戻
し
た
く
な
い
と
い
う
向
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。
被

災
者
に
対
す
る
同
情
や
震
災
後
の
不
安
な
気
持
ち
が
薄
れ
る
に
つ

れ
、
付
随
し
て
い
た
関
東
大
震
災
に
対
す
る
関
心
も
い
つ
し
か
小

さ
く
な
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
般
の
読
者
が
手
に
取
り
や
す
い
の
は
、
ぶ
厚
い
研
究
書
よ
り

文
庫
本
で
あ
る
。
大
正
期
に
震
災
を
直
接
経
験
し
た
著
者
に
よ
る

作
品
の
文
庫
化（
新
た
に
論
考
な
ど
を
編
集
し
た
も
の
も
含
む
）
に
着
目

す
る
と
、
二
〇
一
一
年
の
震
災
直
後
に
は
清
水
幾
太
郎
『
流
言
蜚
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語
』、
寺
田
寅
彦
『
天
災
と
国
防
』『
天
災
と
日
本
人
』『
地
震
雑
感 

／
津
浪
と
人
間
』、
田
山
花
袋
の
震
災
記
録
で
あ
る
『
東
京
震
災

記
』
な
ど
が
続
々
と
刊
行
さ
れ
た
。
二
〇
一
三
年
に
は
宮
武
外
骨

の
『
震
災
画
報
』
や
、
震
災
前
後
の
東
京
の
変
化
を
知
る
上
で
欠

か
せ
な
い
、
芥
川
龍
之
介
、
島
崎
藤
村
ら
の
筆
に
よ
る
『
大
東
京

繁
昌
記
』
下
町
篇
、
山
手
篇
も
出
た
。
今
年
は
現
在
の
と
こ
ろ
そ

う
い
っ
た
動
き
は
少
な
い
よ
う
だ
。
一
方
、
後
世
の
研
究
者
ら
の

作
品
で
は
、
歴
史
学
者
鈴
木
淳
氏
の
『
関
東
大
震
災

―
消
防
・

医
療
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
検
証
す
る
』
や
ラ
イ
タ
ー
内
田
宗
治

氏
の
『
関
東
大
震
災
と
鉄
道
』
な
ど
が
文
庫
化
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
、
骨
太
の
学
術
的
知
見
や
デ
ー
タ
の
読
解
に
意
外
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
加
わ
り
、
読
者
の
震
災
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
作
品
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
一
〇
年
前
よ
り
関
連
書
籍
の
出
版
事
情
は
低
調
に
見

え
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
関
東
大
震
災
に
関
す
る
研
究
と
考
察
が
低

調
で
あ
る
こ
と
を
ま
っ
た
く
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
震
災
を
捉

え
る
視
野
は
広
が
り
、
思
考
は
深
ま
っ
て
き
た
と
さ
え
い
え
る
。

一
〇
〇
周
年
を
機
に
新
刊
と
し
て
出
さ
れ
た
、
二
人
の
大
家
に
よ

る
作
品
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
武
村
雅
之
氏
の
『
関
東
大
震
災
が
つ
く
っ
た
東
京
』
は
気
軽
に

読
め
る
選
書
だ
が
、
地
震
学
・
地
震
工
学
の
立
場
か
ら
震
災
の
実

像
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
た
一
冊
で
あ
る
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
や
震
度
、
火
災
の
真
相
に
迫
る
第
一
章
の
記
述

か
ら
引
き
込
ま
れ
る
。
一
般
に
関
東
大
震
災
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

は
七
・
九
と
い
わ
れ
る
が
、
実
は
こ
の
数
字
の
明
確
な
根
拠
は
長

年
不
明
で
あ
っ
た
。
武
村
氏
は
、
三
〇
年
前
に
岐
阜
測
候
所
の
観

測
記
録
を
発
見
し
て
以
来
、
各
地
の
気
象
台
や
大
学
を
訪
ね
歩
い

て
デ
ー
タ
を
探
し
求
め
、
M
＝
八
・
一
±
〇
・
二
と
い
う
数
字
に

達
し
た
。
そ
の
上
で
、
結
果
と
し
て
許
容
範
囲
だ
っ
た
七
・
九
が

ど
う
や
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
か
、
推
論
を
加
え
て
い
る
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
ど
の
ぐ
ら
い
揺
れ
た
の
か
。
武
村
氏
は
デ
ー
タ

間
の
住
家
全
潰
数
の
不
整
合
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
揺
れ
の
分
布
を
解

明
し
、
震
源
断
層
面
に
あ
た
る
神
奈
川
か
ら
千
葉
南
部
で
震
度
七
、

東
京
市
一
五
区
は
最
大
で
六
強
と
い
う
数
字
を
導
き
出
し
た
。
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
東
京
の
被
害
だ
が
、
本
震
の
揺
れ
の

中
心
は
東
京
で
は
な
か
っ
た
。

　
地
震
発
生
直
後
の
九
月
一
日
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
関
東
地

方
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
を
超
え
る
巨
大
余
震
に
六
回
も
襲
わ
れ

た
。
本
震
の
三
分
後
か
ら
立
て
続
け
に
三
回
起
き
た
余
震
の
被
害
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は
本
震
の
被
害
と
区
別
で
き
な
い
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
の

最
初
の
余
震
の
震
源
位
置
は
来
た
る
べ
き
首
都
直
下
地
震
の
そ
れ

に
近
く
、
武
村
氏
は
「
東
京
は
関
東
地
震
の
直
後
に
首
都
直
下
地

震
に
襲
わ
れ
て
い
た
」
と
指
摘
す
る
。

　
し
か
し
武
村
氏
は
、
同
時
に
揺
れ
の
中
心
は
東
京
で
は
な
か
っ

た
こ
と
も
強
調
す
る
。
そ
れ
な
の
に
、
東
京
市
一
五
区
は
関
東
大

震
災
全
体
の
死
者
・
行
方
不
明
者
約
一
〇
万
五
〇
〇
〇
人
の
六
割

を
超
え
る
約
六
万
九
〇
〇
〇
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
原
因
は
猛

烈
な
火
災
で
あ
る
。
東
京
市
一
五
区
全
体
の
焼
失
率
は
六
六
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
現
在
の
中
央
区
に
あ
た
る
日
本
橋
区
と
京

橋
区
を
は
じ
め
、
浅
草
区
、
神
田
区
、
さ
ら
に
は
江
東
地
域
の
深

川
区
、
本
所
区
が
ほ
ぼ
丸
焼
け
と
な
っ
た
。
犠
牲
者
の
う
ち
約

五
万
九
〇
〇
〇
人
は
江
東
地
域
で
命
を
落
と
し
て
い
る
。
揺
れ
の

中
心
で
は
な
い
東
京
、
特
に
江
東
地
域
で
莫
大
な
被
害
が
出
た
の

は
、
明
治
以
来
の
都
市
政
策
が
間
違
っ
て
い
た
か
ら
だ
、
と
武
村

氏
は
結
論
づ
け
る
。
現
在
の
中
央
区
に
あ
た
る
二
区
は
震
度
五
で
、

建
物
の
全
潰
率
も
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
焼
失

率
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
の
す
さ
ま
じ
い

被
害
は
、
都
市
の
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
増
加
す
る
人

口
を
受
け
と
め
る
木
造
密
集
地
が
拡
大
、
過
密
化
し
続
け
た
結
果

で
あ
っ
た
。

　
震
災
後
、
マ
ッ
チ
箱
の
よ
う
に
燃
え
や
す
い
木
造
建
築
物
が
乱

立
し
、
逃
げ
道
に
な
る
道
路
に
覆
い
被
さ
っ
て
い
た
こ
と
を
回
顧

し
た
人
は
多
い
。
都
市
工
学
の
専
門
家
で
は
な
い
知
識
人
や
作

家
も
、
自
身
の
被
災
経
験
の
中
で
問
題
の
所
在
を
体
感
し
て
い

た
。「
都
市
集
中
の
猛
烈
な
る
傾
向
は
所
謂
近
代
文
明
の
執
拗
な

る
要
求
で
あ
る
」
と
叫
ん
だ
数
学
者
の
藤
澤
利
喜
太
郎
は
、
壊
滅

し
た
本
所
・
深
川
の
両
区
を
放
棄
す
る
か
、
厳
重
な
建
築
規
制
を

行
う
べ
き
と
訴
え
た
。
震
災
直
後
に
筆
を
執
っ
た
人
々
の
実
感
は
、

デ
ー
タ
に
精
緻
な
分
析
を
加
え
た
武
村
氏
の
仕
事
に
よ
っ
て
裏
付

け
ら
れ
た
と
も
い
え
る
。

　
武
村
氏
の
研
究
に
は
、
足
で
稼
い
だ
成
果
も
数
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。
古
く
か
ら
東
京
に
残
る
慰
霊
碑
を
読
み
取
り
、
帝
都
復
興

事
業
の
時
期
に
で
き
た
公
園
や
橋
梁
、
建
築
物
を
め
ぐ
り
、
災
害

と
復
興
が
い
か
に
現
在
の
東
京
を
規
定
し
て
い
る
か
を
個
別
具
体

的
に
示
し
て
く
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
本
は
す
ぐ
れ
た
東
京

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
も
あ
る
。
帝
都
復
興
の
生
み
の
親
と
さ
れ
る
内

務
大
臣
後
藤
新
平
に
対
す
る
評
価
が
冷
静
で
客
観
的
で
あ
る
こ
と

も
印
象
的
だ
っ
た
。

　
本
書
は
、
来
た
る
べ
き
首
都
直
下
地
震
へ
の
懸
念
で
締
め
く
く
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ら
れ
て
い
る
。
帝
都
復
興
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
は
ず
の
東
京
は
、

空
襲
に
よ
る
壊
滅
を
経
た
戦
後
の
乱
開
発
の
結
果
、
き
わ
め
て
危

険
な
状
態
と
な
っ
た
。
地
下
水
の
く
み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
で

江
東
地
域
に
は
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
形
成
さ
れ
た
。
郊

外
に
は
木
造
密
集
地
域
が
広
が
り
、
都
心
部
に
は
超
高
層
ビ
ル
が
、

湾
岸
埋
め
立
て
地
に
は
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
、
街
を
歩
け

ば
頭
上
に
首
都
高
が
の
し
か
か
る
。
こ
れ
ら
は
、
経
済
成
長
最
優

先
で
ひ
た
す
ら
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」
を
繰
り
返
し
て
き
た

こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
危
険
で
あ
る
。
江
戸
の
地
震
か
ら

未
来
の
首
都
直
下
地
震
ま
で
を
追
跡
し
た
武
村
氏
の
問
い
か
け
は

重
い
。

　
一
〇
〇
周
年
を
機
に
刊
行
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
大
家
の
著
作
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
災
害
史
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
北
原
糸
子
氏

の
『
震
災
復
興
は
ど
う
引
き
継
が
れ
た
か
』
で
あ
る
。
三
部
構

成
、
五
一
二
頁
に
わ
た
る
大
著
の
第
Ⅱ
部
は
、
二
〇
一
一
年
刊
行

の
『
関
東
大
震
災
の
社
会
史
』
を
再
録
し
た
も
の
で
、
震
災
直
後

の
救
護
と
避
難
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
成
果
と
し
て
定
評
が
あ
る
。

　
当
座
の
食
料
や
水
の
配
給
に
始
ま
る
救
護
は
、
膨
大
な
数
の
避

難
民
が
ど
こ
に
ど
の
程
度
い
る
の
か
を
把
握
し
な
く
て
は
実
施
で

き
な
い
。
家
族
を
必
死
に
探
す
者
も
数
え
切
れ
ず
、
避
難
民
を
収

容
す
る
バ
ラ
ッ
ク
も
必
要
で
あ
る
。
焼
跡
で
困
難
な
救
護
に
取
り

組
ん
だ
公
的
機
関
の
活
動
や
、
尋
ね
人
探
し
に
尽
力
し
た
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
人
々
の
営
み
が
克
明
に
追
跡
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
被
災
地
か
ら
は
八
〇
万
と
も
一
〇
〇
万
と
も
い
わ
れ

る
人
々
が
、
鉄
道
や
船
舶
な
ど
を
使
っ
て
地
方
に
避
難
し
た（
武

村
氏
の
著
書
で
は
東
京
府
下
へ
の
避
難
を
含
め
て
約
六
七
万
人
）。
彼
ら
は

沿
線
各
駅
で
救
護
を
受
け
つ
つ
目
的
地
へ
向
か
い
、
や
が
て
道
府

県
や
地
域
の
支
援
を
受
け
た
。
避
難
民
の
動
き
と
救
護
の
広
が
り

を
俯
瞰
す
る
貴
重
な
研
究
で
、
震
災
九
〇
周
年
の
二
〇
一
三
年
に

『
朝
日
新
聞
』「
ニ
ュ
ー
ス
の
本
棚
」
で
原
著
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　
震
災
の
ヨ
コ
へ
の
広
が
り
を
描
い
た
第
Ⅱ
部
に
対
し
、
書
き

下
ろ
し
の
第
Ⅰ
部
「「
近
代
復
興
」
の
起
点
・
継
承
・
そ
の
終
焉
」

は
、
復
興
史
の
タ
テ
の
流
れ
を
追
っ
た
研
究
と
い
え
る
。
そ
の
特

徴
は
、
関
東
大
震
災
時
の
帝
都
復
興
と
東
日
本
大
震
災
時
の
復
興

を
つ
な
ぐ
結
節
点
に
、
一
九
三
三
年
の
昭
和
三
陸
津
波
を
位
置
づ

け
た
こ
と
だ
ろ
う
。
岩
手
・
宮
城
・
青
森
・
北
海
道
に
ま
た
が
る

死
傷
者
約
四
二
〇
〇
人
、
流
出
・
倒
壊
な
ど
の
被
害
約
一
万
件
以

上
と
い
う
こ
の
津
波
か
ら
の
復
興
は
、
基
本
的
に
は
漁
村
農
村
の
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復
興
で
あ
っ
た
。
首
都
再
建
事
業
で
あ
る
帝
都
復
興
と
は
ま
っ
た

く
性
質
が
違
う
は
ず
だ
が
、
被
災
地
の
行
政
担
当
者
は
後
藤
新
平

を
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
と
し
、「
帝
都
復
興
理
念
の
農
村
版
」
の
よ

う
な
託
児
所
、
浴
場
、
組
合
店
舗
、
集
会
所
、
図
書
館
な
ど
を
備

え
る
「
新
漁
村
」
を
構
想
し
た
と
北
原
氏
は
指
摘
す
る
。

　
関
東
大
震
災
、
昭
和
三
陸
津
波
、
東
日
本
大
震
災
の
三
者
を
貫

く
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
第
Ⅰ
部
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
近
代
復
興
」

で
あ
る
。
北
原
氏
に
よ
れ
ば
、
政
府
、
官
僚
主
導
に
よ
る
「
一
元

的
な
公
助
の
体
制
に
お
け
る
復
興
メ
ニ
ュ
ー
」
を
基
本
と
す
る
復

興
の
あ
り
方
を
指
す
。
昭
和
三
陸
津
波
で
も
採
ら
れ
た
復
興
路
線

は
、
根
本
的
転
換
が
図
ら
れ
な
い
ま
ま
東
日
本
大
震
災
に
踏
襲
さ

れ
た
と
い
う
。

　「
近
代
復
興
」
は
、
都
市
計
画
を
担
う
建
築
家
た
ち
が
作
り
出

し
た
造
語
で
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
批
判
的
に
検
証
す
る
た

め
の
言
葉
と
さ
れ
る
。
人
口
減
と
低
成
長
の
時
代
、
と
り
わ
け
過

疎
化
と
高
齢
化
が
著
し
い
東
北
地
方
の
沿
岸
部
で
、
国
が
莫
大
な

予
算
を
投
じ
て
高
台
へ
の
集
団
移
転
を
推
進
し
、
同
時
に
被
災
し

た
土
地
を
か
さ
上
げ
し
て
市
街
地
を
再
建
す
る
よ
う
な
復
興
は
見

な
お
す
べ
き
だ
、
と
い
う
認
識
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
巨

額
の
費
用
を
か
け
て
造
成
し
た
か
さ
上
げ
地
が
空
き
家
だ
ら
け
、

と
い
っ
た
批
判
を
耳
に
す
る
機
会
も
多
い
。
関
東
大
震
災
に
始
ま

る
、
経
済
成
長
や
人
口
増
加
を
前
提
と
し
た
復
興
路
線
は
東
日
本

大
震
災
で
終
わ
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
武
村
氏
は
、
経
済
成
長
最
優
先
の
東
京
乱
開
発
か
ら
脱
却
し
、

「
安
全
安
心
で
文
化
的
な
街
」
を
目
指
す
べ
き
と
説
く
。
理
想
の

一
つ
と
し
て
示
さ
れ
た
の
が
帝
都
復
興
後
の
東
京
で
あ
る
。
北
原

氏
は
、
関
東
大
震
災
か
ら
昭
和
三
陸
津
波
を
経
て
東
日
本
大
震
災

の
復
興
に
い
た
る
軌
跡
を
追
う
。
そ
こ
で
の
帝
都
復
興
の
位
置
づ

け
は
両
義
的
で
あ
る
。
後
藤
新
平
を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
帝
都
復
興

の
理
念
は
昭
和
三
陸
津
波
後
の
「
新
漁
村
」
構
想
を
も
た
ら
し
た
。

し
か
し
、
関
東
大
震
災
を
始
点
と
す
る
「
近
代
復
興
」
が
、
人
口

減
と
低
成
長
の
時
代
に
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
見
込
み
は
薄
い
。
武

村
氏
、
北
原
氏
と
も
、
関
東
大
震
災
と
そ
の
復
興
の
経
験
が
現
代

に
投
げ
か
け
る
光
と
影
の
双
方
を
、
長
い
災
害
と
復
興
の
歴
史
に

位
置
づ
け
て
描
い
た
と
い
え
る
。

　
一
〇
年
前
の
関
東
大
震
災
九
〇
周
年（
正
確
に
は
東
日
本
大
震
災
直

後
）に
は
、
後
藤
新
平
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
一
九
二
三
年
一
二
月
、

摂
政
の
皇
太
子
裕
仁
親
王
が
狙
撃
さ
れ
る
虎
ノ
門
事
件
が
発
生
し
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て
第
二
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
は
総
辞
職
、
後
藤
は
わ
ず
か
四
ヶ
月

で
内
務
大
臣
の
地
位
か
ら
去
り
、
力
を
失
っ
た
。
し
か
し
東
日
本

大
震
災
後
、
日
本
全
体
の
脆
弱
性
が
あ
ら
わ
に
な
る
中
で
、
後
藤

が
主
導
し
た
都
市
計
画
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
が
理
想
像

と
し
て
大
き
く
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　
一
〇
〇
周
年
に
際
し
て
は
後
藤
再
評
価
の
大
き
な
気
運
は
な
い
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
本
稿
の
筆
者
は
九
〇
周
年
の
頃
か
ら
後
藤
と
帝

都
復
興
を
賞
賛
す
る
傾
向
に
あ
ま
り
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
二
つ
の
大
き
な
理
由
に
よ
る
。

　
第
一
は
、
後
藤
本
人
の
言
動
と
後
世
の
賞
賛
の
説
教
臭
さ
が
鼻

に
つ
く
と
い
う
素
朴
な
理
由
で
あ
る
。
後
藤
の
当
初
の
帝
都
復
興

計
画
は
国
家
予
算
約
一
五
億
円
の
二
倍
を
超
え
る
四
〇
億
円
規
模

と
も
い
わ
れ
、
す
べ
て
の
焼
跡
を
買
い
上
げ
て
「
理
想
的
帝
都
」

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
建
設
す
る
壮
大
な
も
の
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ

の
計
画
が
最
終
的
に
縮
小
し
た
責
任
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

抵
抗
す
る
強
欲
な
東
京
の
中
小
地
主
、
党
益
第
一
の
政
党
政
治
家

な
ど
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
対
比
的
に
賞
揚
さ
れ

る
の
は
、
私
利
私
欲
を
捨
て
た
公
共
奉
仕
の
精
神
と
、
そ
れ
を
訴

え
る
後
藤
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
一
人
一
人
が
既
得
権
を
譲
っ
て
区
画
整
理
に
応
じ

な
け
れ
ば
道
路
も
公
園
も
で
き
な
い
。
し
か
し
「
日
本
帝
国
の
自

治
制
と
云
ふ
も
の
は
義
務
が
根
元
」
と
説
く
後
藤
の
「
公
共
心
」

な
る
も
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
優
秀
な
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
が
案
出

す
る
都
市
計
画
に
従
う
こ
と
が
「
公
共
心
」
だ
、
と
い
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
。
学
校
の
道
徳
の
授
業
や
教
師
肝

煎
の
生
徒
会
長
の
演
説
に
反
発
す
る
層
は
必
ず
出
て
く
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
小
泉
信
三
や
白
柳
秀
湖
の
よ
う
な
人
々
は
、
私

利
私
欲
の
追
求
が
復
興
の
原
動
力
た
り
う
る
こ
と
、
住
民
が
形
成

し
て
き
た
歴
史
的
な
「
都
市
の
人
文
的
関
係
」
を
軽
視
す
べ
き
で

は
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。

　
第
二
に
、
後
藤
を
再
評
価
す
る
論
者
が
描
く
理
想
の
東
京
は
、

筆
者
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
魅
力
的
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

帝
都
復
興
後
の
東
京
に
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
で
き
た
ら
群
衆
の
一

人
と
し
て
感
涙
す
る
可
能
性
は
高
い
。
だ
が
、
そ
の
膨
大
な
計
画

に
は
今
日
の
東
京
一
極
集
中
、
東
京
至
上
主
義
の
原
点
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。
東
京
人
の
豊
か
で
快
適
な
暮
ら
し
を
強
化
す

る
た
め
に
地
方
を
犠
牲
に
す
る
の
は
や
め
ろ
と
い
う
主
張
に
は
理

が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
た
。

　
加
え
て
、
安
全
性
に
配
慮
し
た
広
々
と
し
た
道
路
、
緑
の
空
間

に
満
ち
た
東
京
は
、
少
な
く
と
も
筆
者
が
魅
力
を
感
じ
る
東
京
で
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は
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
も
の
が
好
き
だ
っ
た
ら
地

方
に
移
住
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
住
ん
で

い
た
の
は
、
都
市
計
画
家
が
木
賃
ベ
ル
ト
地
帯
、
木
密
地
域
な
ど

と
呼
ん
で
「
負
の
遺
産
」
あ
つ
か
い
し
、
再
開
発
の
対
象
に
し
が

ち
な
地
域
、
ま
た
は
そ
の
近
隣
だ
っ
た
。
具
体
的
に
は
高
円
寺
や

阿
佐
ヶ
谷
な
ど
中
央
線
沿
線
の
飲
み
屋
街
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

で
あ
る
。
だ
が
そ
こ
に
は
、
高
名
な
作
家
、
映
画
監
督
か
ら
失
業

者
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
対
等
に
気
さ
く
に
適
当
な
こ
と
を
語
り

合
う
汚
い
バ
ー
や
居
酒
屋
、
安
い
定
食
屋
が
あ
っ
た
。
個
性
的
な

本
屋
が
あ
り
、
古
本
屋
が
あ
り
、
名
画
座
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
お

い
し
い
野
菜
や
豆
腐
な
ど
を
売
っ
て
い
る
お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん
の

店
が
あ
っ
た
。
田
舎
か
ら
出
て
き
て
自
由
を
満
喫
す
る
金
の
な
い

人
の
住
む
木
賃
ア
パ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
変
な
人
、
面
白
い
人
や
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
も
の
に
日
々
出
会
っ
て
楽
し
く
生
活
で
き
る
こ
と
も

東
京
の
魅
力
で
あ
り
、
そ
れ
は
快
適
な
都
市
環
境
と
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
。
関
西
、
特
に
阪
神
間
に
住
ん
で
い
る
と
そ
れ
を
し
み

じ
み
感
じ
る
時
が
あ
る
。

　
既
存
の
東
京
を
再
開
発
し
て
安
心
安
全
、
モ
ダ
ン
な
施
設
や
住

空
間
を
作
り
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
想
像
で
き
る
の
は
大
手
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
や
コ
ン
ビ
ニ
、
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、
チ
ェ
ー
ン

飲
食
店
ま
た
は
個
人
店
を
装
っ
た
大
資
本
傘
下
の
飲
食
店
ば
か
り

並
ぶ
街
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
上
京
し
て
店

を
出
し
た
い
田
舎
者
に
払
え
る
賃
貸
料
で
は
な
い
。
近
隣
の
マ
ン

シ
ョ
ン
に
入
居
で
き
る
人
も
金
持
ち
に
限
ら
れ
る
。
整
備
さ
れ
た

公
園
の
ベ
ン
チ
に
は
ホ
ー
ム
レ
ス
が
寝
転
べ
な
い
よ
う
に
「
排
除

ア
ー
ト
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
も
容
易
に
予
想
で
き
る
。
東
京
に

は
金
持
ち
が
住
む
べ
き
で
貧
乏
人
は
「
人
返
し
の
法
」
で
よ
い
、

と
考
え
る
な
ら
そ
れ
で
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
筆
者
は
か
つ
て
J
R
系
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
阿
佐
ヶ
谷
の

再
開
発
の
模
様
を
眺
め
て
い
た
が
、
無
残
に
失
敗
し
た
阿
佐
ヶ
谷

ア
ニ
メ
ス
ト
リ
ー
ト
、
チ
ェ
ー
ン
系
の
店
舗
が
め
ま
ぐ
る
し
く
入

れ
替
わ
り
定
着
し
な
い
テ
ナ
ン
ト
を
見
て
、「
上
か
ら
の
」
計
画

の
功
罪
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
隣
の
高
円
寺
で
は
再

開
発
反
対
の
運
動
が
あ
り
、「
や
っ
ぱ
り
高
円
寺
に
再
開
発
は
要

ら
な
い
パ
レ
ー
ド
」
と
い
っ
た
デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、

こ
の
界
隈
の
人
々
が
か
つ
て
や
っ
て
い
た
放
置
自
転
車
撤
去
反
対

の
運
動
に
は
懐
疑
的
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
救
急
車
が
通
れ
な
い
道

路
は
明
ら
か
に
問
題
が
あ
る
し
、
災
害
や
事
故
が
起
き
て
被
害
が

出
れ
ば
そ
れ
は
そ
れ
で
行
政
を
非
難
す
る
だ
ろ
う
。
再
開
発
に
抗

う
彼
ら
を
「
愚
民
」
あ
つ
か
い
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
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し
か
し
、
再
開
発
に
は
防
災
、
安
全
の
抗
い
が
た
い
お
題
目
が
必

ず
つ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
防
災
と

安
全
で
突
破
を
図
り
続
け
た
結
果
、
い
っ
そ
の
こ
と
最
初
か
ら
聞

く
耳
を
持
た
な
い
、
代
案
も
用
意
す
る
気
が
な
い
、
と
い
う
人
々

が
一
定
程
度
出
現
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
は
な
い
。

　
都
市
計
画
家
が
考
え
る
理
想
の
東
京
と
、
田
舎
者
・
独
身
者
・

貧
乏
人
が
住
ん
で
楽
し
い
東
京
に
は
大
き
な
乖
離
が
あ
る
。「
安

全
で
住
み
や
す
く
て
つ
ま
ら
な
い
東
京
」
で
は
な
く
、「
危
険
で

住
み
に
く
く
て
面
白
い
東
京
」
が
好
き
な
人
も
多
い
の
で
あ
る
。

科
学
的
で
合
理
的
な
帝
都
復
興
や
都
市
計
画
を
賞
賛
す
る
人
々
に

は
、
ど
う
も
東
京
各
地
の
代
替
不
可
能
な
魅
力
を
軽
視
す
る
傾
向

が
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。

　
前
出
の
北
原
氏
の
著
作
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
参
画
し

た
専
門
家
の
総
括
を
紹
介
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
想
定
浸
水
高

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
防
潮
堤
を
造
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
反

映
で
き
た
一
方
で
、
そ
の
高
い
防
潮
堤
は
美
し
い
地
域
の
景
観

を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
安
全
性
が
重
視
さ
れ
る
あ
ま
り
、

「
地
域
が
有
す
る
固
有
の
資
源
」
が
生
か
せ
な
い
と
い
う
困
難
も

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
東
京
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
災
復
興
時
に
す
ぐ
れ
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
示
し

た
都
市
計
画
家
と
し
て
武
村
氏
が
紹
介
す
る
石
川
栄
耀
は
、
広
場

や
盛
り
場
に
着
目
し
、「
民
主
的
な
町
」「
文
化
的
な
町
」「
健
康
な

都
市
」
な
ど
に
加
え
、「
仲
の
よ
い
都
市
」
そ
し
て
「
楽
し
い
都

市
」
を
目
指
し
た
。
首
都
直
下
地
震
が
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、

現
代
の
東
京
住
民
の
多
様
な
「
楽
し
さ
」
が
忘
れ
去
ら
れ
な
い
防

災
と
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
こ
と
を
願
う
。

　
関
東
大
震
災
を
捉
え
る
視
野
は
広
が
り
、
思
考
は
深
ま
っ
て
い

る
、
と
述
べ
た
。
そ
の
こ
と
は
意
外
と
見
え
に
く
い
か
も
し
れ
な

い
。
政
治
史
、
メ
デ
ィ
ア
史
、
警
察
史
、
軍
事
社
会
史
、
民
衆
史

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
、
か
な
り
長
く
設
定
さ
れ
た
時
間
の

中
に
震
災
を
位
置
づ
け
な
お
し
た
研
究
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
礼
賛
に
傾
き
が
ち
な
後
藤
新
平
と
帝
都
復
興
院
の

再
評
価
に
つ
い
て
は
筒
井
清
忠
氏
の
『
帝
都
復
興
の
時
代
』
が
あ

り
、
震
災
後
の
後
藤
の
政
治
的
な
ふ
る
ま
い
と
失
墜
、
の
ち
の
復

興
局
疑
獄
事
件
な
ど
が
政
治
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

近
年
刊
行
さ
れ
た
筒
井
氏
編
の
『
大
正
史
講
義
』
で
も
一
章
が
割

か
れ
、
震
災
後
の
政
治
過
程
の
焦
点
は
復
興
問
題
ば
か
り
で
な
く

普
通
選
挙
問
題
と
新
党
問
題
に
あ
っ
た
こ
と
、
後
藤
ら
が
反
政
友

会
工
作
を
進
め
つ
つ
冒
険
的
に
新
党
形
成
を
策
し
た
こ
と
、
後
藤



11 15分で読む　関東大震災一〇〇年

の
側
か
ら
帝
都
復
興
審
議
会
の
政
治
的
利
用
を
し
か
け
た
が
根
回

し
を
欠
き
、
反
転
攻
勢
を
招
く
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な

ど
が
描
か
れ
た
。
教
訓
と
し
て
、
後
藤
の
よ
う
な
政
治
家
に
対
す

る
「
メ
シ
ア
待
望
的
姿
勢
」
へ
の
警
鐘
と
、
非
常
時
の
リ
ー
ダ
ー

の
権
限
を
平
時
に
明
確
に
規
定
し
て
お
く
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
印
象
的
で
あ
る
。

　
関
東
大
震
災
に
お
け
る
朝
鮮
人
、
中
国
人
、
社
会
主
義
者
ら
の

虐
殺
は
、「
朝
鮮
人
が
放
火
し
て
い
る
」「
井
戸
に
毒
を
投
げ
込
ん

で
い
る
」
と
い
っ
た
デ
マ
が
発
端
と
な
っ
た
。
佐
藤
卓
己
氏
の

『
流
言
の
メ
デ
ィ
ア
史
』
は
、
S
N
S
全
盛
の
現
在
と
A
I
時
代

の
近
未
来
を
終
点
と
す
る
歴
史
の
中
に
、
震
災
時
の
流
言
を
位
置

づ
け
る
。
地
震
発
生
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
東
京
の
新
聞
は
ほ
ぼ

機
能
停
止
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
朝
鮮
人
来
襲
」
の
流
言
は
、

警
察
や
軍
隊
な
ど
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
て
は
い
る
が
、
基
本
的
に

民
衆
間
の
「
く
ち
コ
ミ
」
で
蔓
延
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
民
衆
は

単
に
情
報
の
受
け
手
で
は
な
く
、
主
体
的
に
噂
の
内
容
を
取
捨
選

択
し
、
説
得
的
と
思
う
情
報
を
付
け
加
え
て
他
者
に
伝
達
す
る
送

り
手
で
も
あ
る
。
放
火
、
略
奪
、
強
姦
な
ど
被
災
地
の
多
様
な
流

言
が
、
朝
鮮
人
を
「
外
敵
」
と
捉
え
る
民
衆
の
認
識（
思
い
込
み
）

を
基
盤
と
し
て
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
佐
藤
氏
は
、
震
災
下
で
も
機
能
し
て
い
た
地
方
新
聞
な
ど

に
よ
る
「
メ
デ
ィ
ア
流
言
」
が
ラ
ジ
オ
放
送
の
登
場
を
加
速
さ
せ

た
こ
と
も
指
摘
す
る
。
地
方
新
聞
は
、
治
安
当
局
に
よ
る
流
言
や

虚
報
を
含
む
無
線
通
信
の
傍
受
に
基
づ
い
て
報
道
す
る
が
、
傍
受

し
た
内
容
を
そ
の
ま
ま
書
く
こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た

め
、
書
き
手
の
主
観
的
な
バ
イ
ア
ス
を
盛
り
込
ん
で
記
事
を
作
る
。

こ
の
多
重
構
造
が
虚
構
の
「
朝
鮮
人
来
襲
」
イ
メ
ー
ジ
を
強
化
し

た
反
省
に
立
っ
て
、
い
つ
で
も
直
接
国
民
に
情
報
を
伝
え
ら
れ
る

と
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
放
送
の
必
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
　

　
佐
藤
氏
が
い
う
よ
う
に
、
受
け
手
が
た
だ
ち
に
送
り
手
と
な

る
S
N
S
時
代
は
、「
く
ち
コ
ミ
」
の
流
言
が
「
メ
デ
ィ
ア
流

言
」
と
な
る
時
代
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、「
正
し
い
」
と
思
わ

れ
が
ち
な
報
道
の
歴
史
も
、
戦
時
中
の
大
本
営
発
表
や
占
領
期

の
G
H
Q
に
よ
る
検
閲
と
戦
争
認
識
の
押
し
つ
け
、
近
年
の
放

射
能
風
評
被
害
騒
動
に
い
た
る
ま
で
、
事
実
上
「
メ
デ
ィ
ア
流

言
」
の
歴
史
な
の
で
あ
っ
た
。「
正
し
い
情
報
」
だ
け
の
伝
達
を

求
め
る
姿
勢
に
も
、
大
き
な
危
険
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
佐
藤
氏
は
、

「
流
言
が
あ
る
世
界
」
こ
そ
が
現
実
で
あ
り
、
そ
の
「
あ
い
ま
い

さ
」
と
向
き
合
う
こ
と
の
意
味
を
説
い
て
い
る
。
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関
東
大
震
災
で
起
き
た
出
来
事
の
う
ち
、
最
も
一
般
的
な
関

心
を
集
め
る
の
は
や
は
り
朝
鮮
人
に
対
す
る
虐
殺
と
迫
害
で
あ

る
。
多
く
の
研
究
者
が
い
う
よ
う
に
、
歴
史
学
に
お
け
る
震
災
へ

の
関
心
は
長
年
虐
殺
事
件
に
集
中
し
て
き
た
。
近
年
で
も
古
典
的

作
品
と
い
え
る
姜
徳
相
の
『
関
東
大
震
災
』
が
復
刻
さ
れ
た
ほ

か
、
山
田
昭
次
氏
の
諸
著
作
な
ど
、
関
連
書
籍
は
多
数
に
の
ぼ
る
。

二
〇
二
三
年
九
月
一
日
に
は
、
森
達
也
監
督
に
よ
る
映
画
『
福
田

村
事
件
』
が
公
開
さ
れ
る
。
こ
の
映
画
は
、
香
川
の
被
差
別
部
落

か
ら
来
た
薬
の
行
商
人
一
五
人
が
千
葉
県
の
福
田
村
で
朝
鮮
人
と

誤
認
さ
れ
、
う
ち
妊
婦
、
幼
児
を
含
む
九
人
が
虐
殺
さ
れ
た
史
実

を
題
材
と
し
て
い
る
。
映
画
の
企
画
協
力
に
も
名
を
連
ね
る
辻
野

弥
生
氏
は
事
件
の
真
相
究
明
に
取
り
組
み
続
け
て
お
り
、
映
画
の

元
と
な
っ
た
著
書
『
福
田
村
事
件
』
も
今
年
復
刊
さ
れ
た
。

　
虐
殺
問
題
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
う
る

が
、
加
害
者
で
あ
る
警
察
、
軍
隊
、
そ
し
て
民
衆
に
と
っ
て
の
近

現
代
を
再
考
す
る
こ
と
で
戦
後
歴
史
学
の
図
式
を
乗
り
越
え
よ
う

と
す
る
研
究
が
出
て
い
る
。
宮
地
忠
彦
氏
の
『
震
災
と
治
安
秩
序

構
想
』
は
、
警
察
改
革
と
「
朝
鮮
人
問
題
」
の
変
遷
を
追
う
。
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
状
況
は
、
明
治
以
来
の
威
圧
的
な
警
察

の
あ
り
方
を
反
省
し
、
懇
切
丁
寧
な
説
諭
な
ど
を
通
し
て
大
衆
を

「
善
導
」
す
る
警
察
を
目
指
す
動
き
を
も
た
ら
し
た
。
一
方
、
震

災
前
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ず
れ
や
賃
金
問
題
な
ど
か
ら

内
地
在
留
の
朝
鮮
人
労
働
者
と
日
本
人
労
働
者
の
争
闘
が
激
化
し
、

メ
デ
ィ
ア
の
朝
鮮
人
描
写
も
否
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
日

朝
の
労
働
者
の
「
善
導
」
は
困
難
と
な
り
、
事
件
の
下
地
が
で
き

て
い
く
。
震
災
下
の
警
察
は
地
震
発
生
直
後
に
デ
マ
に
基
づ
い
て

自
警
行
為
を
促
す
失
策
を
犯
し
、
そ
の
後
も
指
導
や
制
止
に
従
わ

な
い
自
警
団
の
暴
走
に
苦
慮
し
た
。「
善
導
」
主
義
の
限
界
は
露

呈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
後
の
警
察
政
策
は
厳
罰
主
義
的
な
治
安

維
持
法
の
方
向
へ
と
進
ん
で
い
く
。

　
吉
田
律
人
氏
の
『
軍
隊
の
対
内
的
機
能
と
関
東
大
震
災
』
は
、

こ
れ
ま
で
不
十
分
で
あ
っ
た
軍
隊
の
国
内
治
安
維
持
機
能
の
体
系

的
分
析
に
挑
み
、
そ
の
中
に
震
災
を
位
置
づ
け
た
書
と
い
え
る
。

「
想
定
外
」
の
大
災
害
の
中
、
陸
軍
側
に
も
用
意
が
な
い
ま
ま
迎

え
た
戒
厳
令
適
用
の
重
さ
と
「
朝
鮮
人
暴
動
」
の
デ
マ
は
被
災
地

に
混
乱
を
も
た
ら
し
、
展
開
す
る
部
隊
に
波
及
し
て
惨
事
が
引
き

起
こ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
人
命
や
財
産
の
保
護
に
尽
力
し
た
軍
隊

の
役
割
も
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
駐
屯
部
隊
の
な
か
っ

た
横
浜
で
は
震
災
後
に
連
隊
誘
致
運
動
ま
で
起
こ
っ
た
。
軍
隊
は
、

虐
殺
に
関
与
す
る
と
と
も
に
「
最
終
的
な
治
安
維
持
装
置
」
と
し
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て
の
機
能
が
託
さ
れ
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。

　
宮
地
氏
と
吉
田
氏
の
研
究
は
、
従
来
だ
と
絶
対
悪
と
し
て
描
写

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
警
察
と
軍
隊
の
多
面
性
に
着
目
し
て
い

る
。
内
在
的
な
論
理
を
踏
ま
え
た
組
織
と
そ
の
行
動
の
理
解
は
、

虐
殺
事
件
の
真
相
究
明
に
資
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
妨
げ
る
こ
と

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
、
在
特
会
な
ど
の
排
外
主

義
運
動
へ
の
対
抗
の
中
で
生
ま
れ
た
加
藤
直
樹
氏
の
『
九
月
、
東

京
の
路
上
で
』
が
説
く
よ
う
に
、「
共
感
」
も
ま
た
重
要
な
要
素

で
あ
る
。
一
人
一
人
の
朝
鮮
人
が
日
本
内
地
に
や
っ
て
き
た
理
由
、

そ
し
て
そ
こ
で
無
惨
に
殺
さ
れ
た
経
緯
へ
の
想
像
力
と
い
っ
て
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
。
昨
年
日
本
語
版
が
刊
行
さ
れ
た
『
飴
売
り

具ク
・
ハ
ギ
ョ
ン

學
永
』
は
、
埼
玉
県
寄
居
で
自
警
団
に
惨
殺
さ
れ
た
朝
鮮
人
青

年
の
短
い
物
語
で
あ
る
。
作
者
の
韓
国
人
牧
師
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ス

氏
の
抑
制
の
効
い
た
筆
致
で
描
か
れ
る
具
學
永
と
盲
人
按
摩
師
菊

次
郎
の
友
情
、
そ
し
て
そ
の
顛
末
は
、「
共
感
」
の
意
味
を
強
く

問
い
か
け
る
力
を
持
つ
。

　
虐
殺
、
暴
行
し
た
側
の
日
本
人
民
衆
に
も
新
た
な
光
が
あ
て
ら

れ
て
い
る
。
近
代
日
本
で
発
生
し
た
暴
動
の
歴
史
を
通
し
て
、
民

衆
に
内
在
す
る
虐
殺
の
論
理
に
迫
っ
た
藤
野
裕
子
氏
の
『
都
市
と

暴
動
の
民
衆
史
』『
民
衆
暴
力
』
は
話
題
を
呼
ん
だ
。
民
衆
は
朝

鮮
人
を
虐
殺
し
つ
つ
も
警
察
署
襲
撃
な
ど
で
権
力
に
激
し
く
反
抗

し
た
。
裁
判
記
録
や
過
去
の
研
究
が
収
集
し
た
史
料
を
分
析
す
る

藤
野
氏
は
、
震
災
下
で
噴
き
出
し
た
朝
鮮
人
蔑
視
や
敵
意
、
国
家

に
貢
献
す
る
誇
り
、
殺
人
へ
の
好
奇
心
、
復
讐
さ
れ
る
こ
と
へ
の

不
安
な
ど
民
衆
心
理
の
多
様
な
側
面
を
活
写
す
る
。
興
味
深
い
の

は
、
自
警
団
を
構
成
す
る
男
性
労
働
者
の
世
界
で
形
成
さ
れ
て
い

た
「
男
ら
し
さ
」
の
価
値
体
系
に
着
目
し
た
こ
と
で
あ
る
。
努
力

し
て
も
社
会
的
上
昇
が
望
め
な
い
労
働
者
は
、
腕
っ
節
、
豪
快
さ
、

弱
い
者
を
助
け
る
義
俠
心
な
ど
の
「
男
ら
し
さ
」
の
価
値
を
独
自

に
発
達
さ
せ
た
。
朝
鮮
人
を
殺
し
つ
つ
も
避
難
民
を
精
一
杯
救
護

し
、
時
に
別
の
朝
鮮
人
は
保
護
す
る
と
い
っ
た
、
一
見
す
る
と
矛

盾
す
る
姿
を
見
せ
る
民
衆
を
理
解
す
る
上
で
説
得
力
が
あ
る
。

　
関
東
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
震
災
の
記
憶
に
つ
い
て
、
冒
頭

で
か
な
り
悲
観
的
な
書
き
方
を
し
た
。
要
す
る
に
、
喉
元
す
ぎ
れ

ば
熱
さ
を
忘
れ
る
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
提
示
が
定

型
化
し
て
い
る
、
そ
も
そ
も
重
苦
し
い
気
分
に
襲
わ
れ
て
気
が
滅

入
る
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
震
災
の
話
は
す
で
に
食
わ
ず
嫌
い

の
域
に
達
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
根
本
に
は

あ
る
。
だ
が
、
押
し
つ
け
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
拒
絶
反
応
が
生
ま
れ
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る
、
と
も
い
え
る
。
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
れ
ば
、
な

か
っ
た
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
こ
と
を
災
害
の
記
憶
を
め
ぐ
る
大
き
な
枠
組
の
中
で
論
じ

た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
者
水
出
幸
輝
氏
の
『〈
災
後
〉
の
記

憶
史
』
で
あ
る
。
現
在
形
で
語
ら
れ
る
関
東
大
震
災
の
復
興
物

語
は
一
九
三
〇
年
の
帝
都
復
興
祭
で
終
わ
り
、
そ
こ
か
ら
過
去

形
の
「
記
憶
語
り
」
の
時
代
に
入
っ
た
と
水
出
氏
は
い
う
。
九
月

一
日
の
「
震
災
記
念
日
」
は
防
空
・
防
災
の
備
え
と
東
京
で
の
慰

霊
が
同
居
す
る
日
と
な
り
、
一
九
三
九
年
九
月
一
日
に
始
め
ら
れ

た
「
興
亜
奉
公
日
」
に
よ
っ
て
戦
時
体
制
へ
と
動
員
さ
れ
、
敗
戦

を
経
て
忘
却
の
時
代
を
迎
え
る
。
九
月
一
日
が
記
憶
の
日
と
し
て

再
構
築
さ
れ
る
の
は
、
伊
勢
湾
台
風
後
の
一
九
六
〇
年
、「
防
災

の
日
」
に
定
め
ら
れ
て
以
降
だ
と
い
う
。
こ
の
日
は
台
風
の
厄
日

「
二
百
十
日
」
で
も
あ
る
。
だ
が
や
が
て
、
地
震
予
知
へ
の
期
待

の
高
ま
り（
と
不
可
能
性
）
が
地
震
へ
の
不
安
を
強
く
か
き
立
て
る

一
方
、
コ
ー
ス
が
予
測
可
能
に
な
っ
た
台
風
へ
の
関
心
は
後
景
化

し
て
い
っ
た
。
九
月
一
日
は
、
も
っ
ぱ
ら
関
東
大
震
災
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
記
憶
の
日
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
周
年
報
道
が
繰
り
返

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
き
な
災
害
が
何
度
も
起
こ
り
、
重
層
的

に
「
災
後
」
が
積
み
重
な
る
中
で
、
記
憶
の
「
語
り
の
形
式
」
が

定
着
、
別
な
い
い
方
で
は
「
形
骸
化
」
し
て
い
っ
た
過
程
が
描
か

れ
て
い
る
。

　
で
は
、「
形
骸
化
」
し
な
い
生
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
関
東

大
震
災
の
経
験
を
提
示
す
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
取

り
上
げ
た
作
品
群
が
震
災
に
あ
て
た
新
し
い
光
は
、
多
く
の
人
の

知
的
好
奇
心
を
強
く
刺
激
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

早
い
話
が
、
面
白
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
陰
惨
な
事
実
で
あ
っ
て

も
、
好
奇
心
が
喚
起
で
き
な
け
れ
ば
人
間
に
そ
れ
を
見
続
け
る
こ

と
を
強
制
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
残
念
な
が
ら
事
実
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

尾
原
宏
之（
お
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き
）

一
九
七
三
年
生
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
卒
業
、
東
京

都
立
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
。
博
士（
政
治
学
）。
専
門
は
日
本
政
治
思
想
史
。
現
在
、
甲
南
大

学
法
学
部
教
授
。
著
書
『
大
正
大
震
災

―
忘
却
さ
れ
た
断
層
』（
白

水
社
、
二
〇
一
二
年
）、『
軍
事
と
公
論

―
明
治
元
老
院
の
政
治
思

想
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）、『
娯
楽
番
組
を
創
っ
た

男

―
丸
山
鐵
雄
と
〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
表
現
者
〉
の
誕
生
』（
白
水
社
、

二
〇
一
六
年
）な
ど
。
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出版社 ISBN（978） 書名 著者名 本体
価格 刊行

筑摩書房 4480093905 流言蜚語 清水幾太郎 1100 2011

講談社 4062920575 天災と国防 寺田寅彦 780 2011

角川ソフィア文庫 4044094393 天災と日本人―寺田寅彦随筆
選

寺田寅彦著、山折哲
雄編

476 2011

中公新書 4122055117 地震雑感／津浪と人間―寺田
寅彦随筆選集

寺田寅彦著、千葉俊
二・細川光洋編

600 2011

河出文庫 4309411002 東京震災記 田山花袋 品切 2011

ちくま学芸文庫 4480095671 震災画報 宮武外骨 1100 2013

講談社文芸文庫 4062901925 大東京繁昌記　下町篇 講談社文芸文庫編 品切 2013

講談社文芸文庫 4062901956 大東京繁昌記　山手篇 講談社文芸文庫編 品切 2013

講談社学術文庫 4062923811 関東大震災―消防・医療・ボ
ランティアから検証する

鈴木淳 品切 2016

ちくま文庫 4480438942 関東大震災と鉄道―「今」へ
と続く記憶をたどる

内田宗治 950 2023

中公選書 4121101389 関東大震災がつくった東京―
首都直下地震へどう備えるか

武村雅之 1800 2023

藤原書店 4865783766 震災復興はどう引き継がれたか 
―関東大震災・昭和三陸津
波・東日本大震災

北原糸子 5300 2023

中公文庫 4122064232 帝都復興の時代―関東大震災
以後

筒井清忠 品切 2017

ちくま新書 4480074164 大正史講義 筒井清忠編 1300 2021

岩波新書 4004317647 流言のメディア史 佐藤卓己 900 2019

五月書房新社 4909542557 福田村事件―関東大震災・知
られざる悲劇

辻野弥生 2000 2023

新幹社選書 4884001377 関東大震災（新装版） 姜徳相 1500 2020

論創社 4846014858 関東大震災と朝鮮人虐殺 姜徳相・山田昭次・
張世胤・徐鍾珍ほ
か著

3800 2016

創史社 4915970450 関東大震災時の朝鮮人迫害―
全国各地での流言と朝鮮人虐
待

山田昭次 2200 2014

創史社 4915970382 関東大震災時の朝鮮人虐殺とそ
の後―虐殺の国家責任と民
衆責任

山田昭次 2200 2011

15分で読む　関東大震災100年　ブックガイド
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出版社 ISBN（978） 書名 著者名 本体
価格 刊行

クレイン 4906681365 震災と治安秩序構想―大正デ
モクラシー期の「善導」主義
をめぐって

宮地忠彦 品切 2012

日本経済評論社 4818824072 軍隊の対内的機能と関東大震災 
―明治・大正期の災害出動

吉田律人 6500 2016

ころから 4907239053 九月、東京の路上で―1923
年関東大震災　ジェノサイド
の残響

加藤直樹 1800 2014

展望社 4885464164 飴売り具學永（ク・ハギョン）
―関東大震災で虐殺された
一朝鮮人青年の物語

キム・ジョンス、ハ
ン・ジヨン絵、山
下俊雄ほか訳

1500 2022

有志舎 4903426983 都市と暴動の民衆史―東京・
1905‐1923年

藤野裕子 3600 2015

中公新書 4121026057 民衆暴力― 一揆・暴動・虐
殺の日本近代

藤野裕子 820 2020

人文書院 4409241264〈災後〉の記憶史―メディア
にみる関東大震災・伊勢湾台
風

水出幸輝 4500 2019

文春文庫 4167169411 関東大震災（新装版） 吉村昭 670 2004

青土社 4791768004 関東大震災の想像力―災害と
復興の視覚文化論

ジェニファー・ワイ
ゼンフェルド著、
篠儀直子訳

6300 2014

三弥井書店 4838234042 震災を語り継ぐ―関東大震災
の記録と東日本大震災の記憶

石井正己 2800 2023

現代書館 4768458860 関東大震災　朝鮮人虐殺の記録 
―東京地区別1100の証言

（普及版）

西崎雅夫編著 2500 2020

吉川弘文館 4642755627 関東大震災と戒厳令 松尾章一 2300＊ 2019

岩波文庫 4003316016 地震・憲兵・火事・巡査 山崎今朝弥著、森長
英三郎編

900 1982

＊ オンデマンド版
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紀
伊
國
屋
書
店
新
宿
本
店
の
3
階
に
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン
ジ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
約
20
坪
の
ス
ペ
ー
ス

に
は
外
商
カ
ウ
ン
タ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
用
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
、
フ
ェ
ア
用
の
棚
が
あ
っ

て
、
学
術
書
に
絡
ん
で
の
フ
ェ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
通
常
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
よ
り
も
講
師
と
参

加
者
の
距
離
が
近
く
、
立
ち
見
で
の
当
日
参
加
も
可
能
な
の
で
、
会
場
に
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
易
い
。
質
問
の
し

易
さ
の
点
で
、
専
門
性
の
高
い
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
は
う
っ
て
つ
け
の
会
場
だ
と
思
う
。

　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
だ
が
、
先
般
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
佐
伯

祐
三
展
で
は
、
佐
伯
が
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
の
最
初
の
修
行
時
代
、
私
淑
す
る
モ
ー
リ
ス
・
ド
・
ヴ
ラ
マ
ン
ク

に
自
ら
の
絵
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
！
」
と
罵
倒
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
独
自
性
を
求
め
て
新
し
い
表

現
の
模
索
に
突
き
進
ん
だ
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
た
。
勿
論
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン
ジ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

（academ
ic

）の
意
味
は
こ
の
場
合
、「
学
究
的
な
」
で
あ
っ
て
、
ヴ
ラ
マ
ン
ク
指
す
と
こ
ろ
の
「
伝
統
的
・
格
式
的
」

で
な
い
が
、
紀
伊
國
屋
書
店
新
宿
本
店
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
古
典
的
な
テ
ー
マ
を
含
め
て
学
術
的
な

あ
れ
こ
れ
の
、
新
し
い
一
面
を
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
に
そ
の
役
割
が
あ
っ
て
、
で
き
れ
ば
ラ
ウ
ン
ジ
の
内
容
に

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

紀
伊
國
屋
書
店
新
宿
本
店
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン
ジ
に
つ
い
て

後
藤
崇 （
紀
伊
國
屋
書
店
営
業
総
本
部 

教
科
書
・
B
C
事
業
推
進
本
部
）
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斬
新
さ
と
い
う
も
の
を
出
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
も
思
っ
て
い
る
。

　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン
ジ
で
扱
わ
れ
る
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
あ
る
特
定
の
著
作
を
通
し

て
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
常
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
著
作
す
る
こ
と
は

並
大
抵
で
は
な
い
。
私
は
学
生
時
代
、
研
究
テ
ー
マ
を
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
は
大
き
な
山
に
挑
ま
ね
ば
い
け
な

い
、
と
言
わ
れ
た
。
大
き
な
山
と
は
多
く
の
著
名
な
研
究
者
が
取
り
組
ん
だ
対
象
と
い
う
意
味
で
、
学
生
も
ま
た

こ
れ
に
挑
み
、
先
人
研
究
者
の
思
考
の
軌
跡
を
十
分
に
辿
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
全
て
研
究
は
、

あ
ま
た
の
優
れ
た
調
査
・
研
究
を
土
台
と
し
て
、
新
し
い
発
想
や
視
点
を
得
る
。

　
学
術
研
究
は
、
と
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
軌
跡
を
辿
り
、
現
在
に
当
て
嵌
め
て
解
釈
を
し

直
し
、
更
に
考
え
を
一
歩
進
め
、
或
い
は
新
し
い
発
見
を
加
え
て
、
将
来
に
思
考
の
多
様
化
や
具
体
化
の
可
能
性

を
開
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
学
術
書
に
正
対
す
る
時
、
読
み
手
も
ま
た
研
究
者
の
思
考
の
軌
跡
を
追
体
験
す
る
。

　
そ
う
し
て
、
本
屋
の
店
頭
は
新
刊
の
山
で
あ
る
。
本
屋
に
就
職
し
た
当
初
は
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
。
毎
日
こ

ん
な
に
新
刊
が
出
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
学
術
書
も
毎
月
た
く
さ
ん
発
売
さ
れ
る
。
本
質
的
な
新
知
見
に

つ
い
て
の
本
の
他
、
周
辺
的
な
解
説
や
分
析
の
本
が
た
く
さ
ん
出
る
。
古
典
を
含
め
て
原
典
と
い
う
も
の
は
、
そ

の
ま
ま
で
は
一
般
に
は
な
か
な
か
理
解
が
難
し
い
の
で
、
説
明
本
が
必
要
に
な
る
し
、
テ
ー
マ
の
多
様
さ
を
思
え

ば
、
そ
う
し
た
出
版
状
況
に
な
る
。
こ
の
多
種
多
様
な
新
刊
を
前
に
し
て
、
こ
れ
を
全
て
把
握
す
る
個
人
は
あ
り

得
な
い
こ
と
、
そ
う
し
て
そ
の
全
貌
の
知
れ
な
い
世
界
に
は
、
過
去
か
ら
未
来
に
亘
っ
て
、
実
に
様
々
な
切
り
口

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
思
わ
さ
れ
る
。
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斯
様
に
広
大
な
学
術
の
世
界
に
お
い
て
、
知
は
細
分
化
・
専
門
化
さ
れ
て
い
て
、
総
合
知
と
し
て
纏
め
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
、
そ
れ
が
一
般
の
理
解
を
阻
ん
で
い
る
こ
と
も
多
い
。
そ
う
し
て
研
究
者
の
著
し
た
書
籍
は
、
説

明
本
で
あ
っ
て
も
尚
、
一
般
の
人
に
は
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
々
起
こ
る

出
来
事
に
つ
い
て
、
T
V
で
は
専
門
家
が
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
現
代
で
は
学
問
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
必
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
思
え
る
。
原
発
事
故
や
コ
ロ
ナ
報
道
で
も
、
専
門
家
は
一
般
に
容
易
に
説
明
が

で
き
る
言
説
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
た
し
、
ま
た
、
専
門
家
以
外
の
人
は
素
養
の
不
足
か
ら
、
冷
静

な
批
判
精
神
を
保
っ
て
こ
れ
ら
の
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
反
応
が
窺
え
た
。
や
は
り
現
代
社
会

で
生
き
る
た
め
に
は
、
科
学
的
・
学
問
的
な
素
養
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
日
本
の

文
化
と
し
て
、
学
術
を
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
読
書
と
い
う
行
為
の
中
で
受
け
入
れ
て
い
く
土
壌
が
あ
る
と
、
何
か
の
本

で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
支
え
る
出
版
文
化
が
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
こ
れ
を
捉
え
た
記
憶
が
あ
る
。

し
か
し
昨
今
、
社
会
の
一
層
の
複
雑
化
に
対
し
て
、
読
書
離
れ
と
対
象
と
な
る
事
象
の
多
さ
故
に
、
個
々
の
問
題

に
つ
い
て
は
表
層
的
な
理
解
に
留
ま
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
と
も
感
じ
る
。

　
学
術
書
に
関
し
て
、
そ
の
本
と
の
出
会
い
は
知
識
と
の
出
会
い
で
あ
り
、
研
究
者
そ
の
人
と
の
出
会
い
で
も
あ

る
。
そ
う
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
こ
の
、
人
か
ら
語
ら
れ
る
知
と
の
出
会
い
を
演
出
す
る
場
で

も
あ
る
。
そ
の
為
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
著
作
に
つ
い
て
、
著
者
自
ら
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る

が
、
そ
の
際
、
一
般
の
方
に
向
け
て
平
易
な
言
葉
で
説
明
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
実
際
の

参
加
者
に
は
学
生
や
生
徒
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
ど
も
も
い
る
の
で
、
話
者
は
参
加
者
目
線
に
合
わ
せ
て
い
く
こ
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と
に
な
り
、
自
然
と
容
易
な
説
明
に
向
け
て
、
平
易
な
言
葉
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
専
門
的
な

事
柄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
基
礎
教
養
的
な
と
こ
ろ
か
ら
説
明
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
結
果
、

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
は
予
定
の
時
間
を
大
き
く
超
え
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。
平
易
な
言
葉
で
語
る
と
い
う

こ
と
は
、
却
っ
て
難
し
く
、
文
字
通
り
言
葉
を
尽
く
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
知
ら
さ
れ
る
が
、
演
者
の
語

り
は
熱
を
帯
び
、
ま
だ
ま
だ
話
足
り
な
い
と
い
っ
た
言
葉
を
頂
く
。
こ
れ
は
熱
心
に
聞
き
入
る
一
般
の
方
を
前
に

し
て
の
、
学
者
先
生
の
素
晴
ら
し
い
科
学
反
応
で
、
見
て
い
て
と
て
も
嬉
し
い
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
作
る
た
め
、
著
者
1
名
の
講
演
形
式
で
は
な
く
、
編
集
者
と
の
対
談
形
式

を
採
る
こ
と
も
あ
る
。
編
集
者
は
著
者
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
理
解
に
、
多
大
な
努
力
を
払
っ
て
い
る
筈
で

あ
り
、
ま
た
、
著
書
の
全
体
構
成
と
そ
の
意
味
を
よ
く
分
か
っ
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
書
籍
に
は
解
説
者

に
よ
る
説
明
が
、
あ
と
が
き
の
よ
う
な
形
で
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
一
般
参
加
者
と
著

者
の
間
に
立
っ
て
、
一
般
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
、
著
者
に
対
し
て
質
問
と
い
う
形
で
概
略
や
詳
細
の
説
明
を

促
す
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
結
果
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
言
い
換
え
を
行
う
こ
と
で
、
難
解
な
専
門
用
語
に
つ

い
て
の
理
解
を
助
け
て
も
い
る
。
こ
こ
に
は
個
人
的
に
編
集
者
と
い
う
方
々
へ
の
興
味
が
あ
り
、
著
者
と
の
対
談

の
中
で
、
上
梓
し
た
本
へ
の
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
惑
も
あ
る
。

　
最
後
に
新
宿
本
店
長
、
星
か
ら
版
元
様
や
著
者
様
へ
の
お
願
い
で
す
。

　「
興
味
と
い
う
も
の
が
偶
然
の
出
会
い
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
学
術
を
巡
る
本
に
携
わ
る
、
様
々
な
人
に
登
壇
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
し
て
、
今
日
た
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ま
た
ま
そ
こ
に
そ
の
本
が
あ
っ
た
、
そ
こ
に
そ
の
本
に
つ
い
て
語
る
人
が
い
た
、
と
い
う
偶
然
の
機
会
に
於
い

て
、
優
れ
た
知
見
が
平
易
な
言
葉
で
熱
意
を
も
っ
て
披
露
さ
れ
、
こ
れ
に
触
れ
た
誰
か
の
新
た
な
興
味
へ
の
扉
を

開
い
て
欲
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
向
け
て
少
し
難
し
い
が
優
れ
た
こ
の
本
を
平
易
に
説
明
し
た

い
、
と
い
う
版
元
様
や
著
者
の
方
の
お
申
し
出
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い

ま
す
。」

 

後
藤
崇 （
ご
と
う
た
か
し
）　

著者近影
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日時 イベント名 対象書籍

【2022年】
11月12日（土）新宿区立中央図書館50周年記念ライブイ

ベント（Zoom使用）
11月16日（水）和田裕美さんミニトーク＆名刺交換サイ

ン会
『ファンに愛され、売れ続ける秘訣』（か
んき出版）

11月19日（土）新宿区立中央図書館紹介イベント（Zoom
使用）

11月25日（金）LibrariE＆情報館に関するセミナー（オン
ライン配信）

12月1日（木）小原雅博先生トークイベント 『戦争と平和の国際政治』（筑摩書房）
12月7日（水）鈴木祐さんミニトーク＆サイン会 『YOUR TIME ユア・タイム』（河出書房

新社）
12月10日（土）東京農大マンスリー講演・第1回「きの

このすばらしき世界」（学長 江口文陽先
生）

12月16日（金）「アクチュアル」PRイベント（オンライン
配信）

大修館書店オンライン型探究教材「アク
チュアル」

12月19日（月）ジャパンナレッジSchool 地図ソフト体験
会（筑波大学附属駒場中･高校）

【2023年】
1月20日（金）「人類学カフェ」トークイベント（篠原徹

先生ほか3名）
『生態人類学は挑む』（全16巻、京都大学
学術出版会）

1月22日（日）安積遊歩さん×荒井裕樹さんトークイベ
ント

『このからだが平和をつくる』（大月書店）

1月28日（土）東京農大マンスリー講演・第2回「発酵
の知らないおはなし」（前橋健二先生）

1月29日（日）『経営学の危機』と大学の危機（佐藤郁哉
先生）

『経営学の危機』（白桃書房）

2月3日 （金）姜尚中先生トーク＆サイン会 『アジア人物史 第1巻 神話世界と古代帝
国』（集英社）

2月11日（祝）藤枝理子さんトーク＆サイン会 『仕事と人生に効く教養としての紅茶』
（PHP研究所）

2月15日（水）林真理子さん 公式YouTubeチャンネル収
録

2月17日（金）轡田紗世さん×中村稔彦さんトークイベ
ント

『田んぼの中のコーヒー豆屋』（新評論）

2月18日（土）ジャパンナレッジSchool「先生のための
統計活用セミナー―中高生の授業で役
立つ統計―」ハイブリッド

2月22日（水）『学問のすゝめ』刊行150周年記念トーク
イベント『学問のすゝめ』はこんなに
面白い!!』（慶應義塾福澤研究センター
都倉武之先生）

2月24日（金）森山至貴さんトークイベント 『10代から知っておきたい女性を閉じこ
める「ずるい言葉」』（WAVE出版）

2月25日（土）SAKURACOさんトーク＆サイン会 『SAKURACO’s こなれ英語LESSON』（ベ
レ出版）

新宿本店アカデミック・ラウンジ　イベント実施実績
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日時 イベント名 対象書籍

2月26日（日）東京農大マンスリー講演・第3回「知ら
れざるホタテガイの魅力」（副学長 千葉
晋先生）

2月27日（月）幅允孝さんトークイベント 『差し出し方の教室』（弘文堂）
3月3日 （金）スサンナ・ペルテッソンさんトークイベ

ント
『ノニーン！ 幸せ気分はフィンランド流』

（ネコ・パブリッシング）
3月10日（金）今尾恵介さんトークイベント 『日本鉄道大地図館』（小学館）
3月11日（土）稲田俊輔さんトークイベント（エスビー

食品主催）
『ミニマル料理』（柴田書店）

3月15日（水）ベンジャミン・ボアズさん×カン・ハン
ナさんトークイベント

『日本はクール？』『コンテンツ・ボーダー
レス』（クロスメディア・パブリッシン
グ）

3月17日（金）田口幹人さんトークイベント 『本屋、地元に生きる』（KADOKAWA）
3月18日（土）横山北斗さんトークイベント 『15歳からの社会保障』（日本評論社）
3月24日（金）板垣淳司さん「メッチャ楽しい会計入

門」、中亭哲也さん「しあわせ学習法9
フレーム」（大原学園イベント）

3月25日（土）東京農大マンスリー講演・第4回「ペピー
ノの魅力を大公開!!」（高畑健先生）

3月26日（日）辻直美さんトーク＆サイン会 『地震・台風時に動けるガイド』（Gakken
（メディカル・ケア・サービス））

3月30日（木）見野さくらさん（柏書房営業部）トークイ
ベント「出版営業って何!? から始まっ
た私が3年目を前に今感じていること
と、これから挑戦していきたいこと」

4月5日 （水）紀伊國屋書店×光文社新書ビジネス講座
（小林祐児さん）

『リスキリングは経営課題』（光文社）

4月20日（木）露木恵美子さんトーク＆サイン会 『共に働くことの意味を問い直す』（白桃
書房）

4月21日（金）成城大学連続講座 世界に誇る日本の
〈本〉第1回 巻物（巻子本）から綴じ本
（冊子本）へ―古代―（上野英二先生）

4月22日（土）瀬名秀明さん×渡辺政隆さんトーク＆サ
イン会

『知の統合は可能か』（時事通信出版局）

4月23日（日）リーマンサット・プロジェクトによる
トークイベント

『#趣味で作る人工衛星』（オーム社）

4月25日（火）「アフターコロナを見据えた探究学習を考
える会」ワークショップ（田口哲男先
生）

5月6日 （土）夏葉社 島田潤一郎さんトークイベント 『電車のなかで本を読む』（青春出版社）
5月12日（金）紀伊國屋書店×光文社新書ビジネス講座

（今井伸さん）
『射精道』（光文社）

5月14日（日）三上真史さんトーク＆サイン会 『三上真史の趣味の園芸のはじめかた』
（NHK出版）

5月19日（金）成城大学連続講座 世界に誇る日本の
〈本〉第2回 巻子本と冊子本―中世―
（山田尚子先生）



24

1
　
石
川
県
立
図
書
館
の
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
石
川
県
立
図
書
館（
以
下
、「
当
館
」）
は
、「
思
い
も
よ
ら
な
い
本

と
の
出
会
い
や
体
験
に
よ
っ
て
、
自
分
の
人
生
の
一
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
二
〇
二
二

年
七
月
に
移
転
開
館
し
ま
し
た
。
地
上
四
階
、
地
下
一
階
、
開
架

資
料
三
〇
万
冊
、
五
〇
〇
の
閲
覧
席
を
設
け
た
ほ
か
、
本
以
外
で

も
「
体
験
」
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
一
四
〇
人
収
容
可
能
な

「
だ
ん
だ
ん
広
場
」
や
「
研
修
室
」、
キ
ッ
チ
ン
を
備
え
た
「
食
文

化
体
験
ス
ペ
ー
ス
」
や
3
D
プ
リ
ン
タ
な
ど
を
備
え
た
「
モ
ノ

づ
く
り
体
験
ス
ペ
ー
ス
」、
さ
ら
に
カ
フ
ェ
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

開
館
し
て
約
一
年
で
来
館
者
は
一
〇
〇
万
人
を
突
破
し
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
方
に
注
目
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
当
館
の
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、
四
階
ま
で
吹
き
抜
け
た
円
形

閲
覧
空
間
の
中
心
に
位
置
し
て
お
り
、
公
共
図
書
館
と
し
て
は
か

な
り
規
模
の
大
き
い
展
示
空
間
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
て
き

た
四
つ
の
企
画
展
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

2
　 「
絵
本
で
た
ど
る
、
な
が
い
な
が
い
進
化
の
は
な
し
」 

（
二
〇
二
二
年
夏
）

　
開
館
特
別
展
と
し
て
開
催
さ
れ
た
標
題
の
展
示（
以
下
、「
進
化

の
は
な
し
展
」）
で
は
、
絵
本
の
イ
ラ
ス
ト
を
大
き
な
絵
巻
風
に
仕

｜
図
書
館
レ
ポ
ー
ト
｜

河
合
郁
子
（
石
川
県
立
図
書
館
利
用
推
進
課
企
画
事
業
グ
ル
ー
プ
）

企
画
展
示
と
図
書
館 

　
　
　
　

―
展
示
を
通
し
た
司
書
の
人
材
育
成
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で
め
ぐ
る
生
命
の
旅
」
の
監
修
者
で
あ
る
真
鍋
真
・
国
立
科
学
博

物
館
副
館
長
に
、
当
館
展
示
の
全
体
の
構
成
の
相
談
に
も
乗
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
科
博
で
展
示
し
た
と

き
の
デ
ー
タ
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ー

ト
の
解
説
パ
ネ
ル
の
原
稿
は
、
担
当
司
書
が
本
を
調
べ
て
執
筆
し
、

真
鍋
副
館
長
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て
制
作
し
ま
し
た
。
展

写真1　開館特別展
「絵本でたどる、ながいながい進化のはなし」

photo（C）Hideki Ookura/Kurome Photo Studio

立
て
た
壁
面
と
、
解
説
パ
ネ
ル
、
貸
出
用
の
図
書
、
恐
竜
の
全
身

骨
格
標
本
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
な
ど
博
物
資
料
を
並
べ
ま

し
た
。
こ
の
展
示
は
、
二
〇
一
九
年
に
国
立
科
学
博
物
館（
以
下
、

「
科
博
」）
で
行
わ
れ
た
企
画
展
「
絵
本
で
め
ぐ
る
生
命
の
旅
」
を

当
館
の
規
模
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
と
と
も
に
、
当
館

な
ら
で
は
の
パ
ー
ト
を
追
加
し
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。「
絵
本
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示
し
た
標
本
類
も
科
博
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
す
。
結
果
、「
図

書
館
に
恐
竜
が
！
」「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
み
た
い
！
」「
読
み
た
い
本

が
見
つ
か
っ
た
」
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
に
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
用
意
し
た
図
書
の
貸
出
回
数
は
一
五
〇
〇
回
を

超
え
、
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

3
　「
十
二
文
豪
図
書
館
ニ
降
臨
ス
」（
二
〇
二
二
年
冬
）

　
二
つ
目
は
、
人
気
ゲ
ー
ム
と
コ
ラ
ボ
し
た
企
画
展
「
十
二
文

豪
図
書
館
ニ
降
臨
ス
〜EPISO

D
E w

ith 

文
豪
と
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト

〜
」（
以
下
、「
文
豪
展
」）
で
す
。
ゲ
ー
ム
に
登
場
す
る
十
二
人
の
文

豪
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
等
身
大
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
そ
の
横
に
は
、

文
豪
の
交
友
録
や
人
柄
が
に
じ
む
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
解
説

パ
ネ
ル
、
そ
し
て
文
豪
の
作
品
や
評
伝
な
ど
を
並
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
で
は
、
借
用
し
た
文
豪
の
直
筆
原
稿
や
当
館

所
蔵
の
文
豪
署
名
本
を
展
示
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
に
登
場
す
る
図

書
館
の
雰
囲
気
と
、
木
材
を
豊
富
に
使
用
し
た
当
館
の
シ
ッ
ク
な

内
装
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
十
二
体
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ネ
ル

が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
様
子
は
、
展
示
タ
イ
ト
ル
通
り
、
ゲ
ー
ム
の

世
界
か
ら
文
豪
た
ち
が
こ
の
図
書
館
に
降
臨
し
た
か
の
よ
う
で
、

写真2　企画展「十二文豪図書館ニ降臨ス～EPISODE with 文豪とアルケミスト～」
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S
N
S
で
も
「
素
敵
」「
行
き
た
い
」
と
大
い
に
話
題
と
な
り
ま

し
た
。

　
会
期
中
に
は
、
石
川
県
を
代
表
す
る
文
豪
、
泉
鏡
花
・
徳
田
秋

聲
・
室
生
犀
星
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ス
タ
ン
プ
を
用
意
し
、
三
つ
全

て
集
め
た
方
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
来
館
促
進
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ス
タ
ン
プ
台
紙

二
五
〇
〇
枚
が
持
ち
帰
ら
れ
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
は
一
五
〇
〇
枚

を
配
布
し
ま
し
た
。

4
　「L

IB
R

A
R

Y
 of m

usic

」（
二
〇
二
三
年
春
）

　
三
つ
目
の
企
画
展
は
、
石
川
県
で
毎
年
五
月
に
開
催
さ
れ
て

い
る
「
い
し
か
わ
・
金
沢
　
風
と
緑
の
楽
都
音
楽
祭
」（
以
下
、「
音

楽
祭
」）
を
紹
介
す
る
「LIBRARY of m

usic

〜
音
楽
祭
で
楽
し

む
東
欧
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
世
界
〜
」（
以
下
、「
音
楽
祭
展
」）で
す
。

二
〇
二
三
年
の
音
楽
祭
の
テ
ー
マ
が
東
欧
だ
っ
た
の
で
、
東
欧
の

国
々
の
文
化
・
歴
史
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
基
礎
知
識
、
今
年
の
音

楽
祭
で
演
奏
す
る
楽
団
を
紹
介
し
ま
し
た
。
民
音
音
楽
博
物
館
か

ら
、
東
欧
の
楽
器
ツ
ィ
ム
バ
ロ
ン
や
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二

世
な
ど
有
名
作
曲
家
の
自
筆
楽
譜
や
書
簡
を
借
用
し
て
展
示
し
ま

写真3　企画展「LIBRARY of music～音楽祭で楽しむ東欧とオーケストラの世界～」
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し
た
。
ま
た
、
館
内
で
利
用
で
き
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
特
化
し
た
音

楽
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
ナ
ク
ソ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
の
案
内
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
展
示
開
始
前
と
比

較
し
て
約
二
倍
と
な
り
ま
し
た
。

5
　「
鉄
道
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」（
二
〇
二
三
年
夏
）

　
四
つ
目
と
し
て
、
北
陸
新
幹
線
が
石
川
県
の
金
沢
か
ら
福
井
県

の
敦
賀
ま
で
延
伸
す
る
こ
と
を
P
R
す
る
特
別
展
「
鉄
道
タ
イ

ム
ト
ラ
ベ
ル
〜
二
〇
二
四
年
春
、
い
よ
い
よ
北
陸
新
幹
線
県
内
全

線
開
業
！
〜
」（
以
下
、「
鉄
道
展
」）
を
現
在
開
催
中
で
す
。
明
治
以

降
、
石
川
で
は
鉄
道
が
次
々
に
整
備
さ
れ
、
人
と
モ
ノ
と
が
つ
な

が
る
こ
と
で
地
域
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
交
通
網
の
発
達
が
も

た
ら
し
た
産
業
の
発
展
や
暮
ら
し
の
変
化
を
、
戦
前
の
郷
土
資
料

や
古
写
真
と
と
も
に
振
り
返
る
も
の
で
す
。
京
都
鉄
道
博
物
館
か

ら
特
急
・
雷
鳥
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
や
模
型
を
、
西
日
本
旅
客
鉄
道

か
ら
実
際
に
使
用
さ
れ
た
新
幹
線
の
車
輪
を
借
用
し
て
展
示
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
昔
を
懐
か
し
ん
だ
り
子
ど
も

た
ち
に
昔
語
り
を
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
は
北
陸
新
幹

線
の
車
両
模
型
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

写真4　特別展「鉄道タイムトラベル～2024年春、
いよいよ北陸新幹線県内全線開業！～」
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や
パ
ネ
ル
な
ど
展
示
物
の
制
作
進
行
、
備
品
管
理
、
次
年
度
の
計

画
や
予
算
準
備
、
広
報
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。
過
去
の
展
示
で
蓄

積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
各
回
の
担
当
司
書
に
伝
え
る
役
割
も
担

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ど
の
企
画
展
で
も
、
期
間
中
に
展
示
テ
ー
マ
に
関
連
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
企
画
や
実
施
も
各
企
画

展
チ
ー
ム
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

7
　
企
画
展
が
決
ま
る
ま
で

　
企
画
展
の
成
り
立
ち
に
は
、
司
書
立
案
型
と
外
部
発
端
型
が
あ

り
ま
す
。

　
進
化
の
は
な
し
展
と
音
楽
祭
展
は
、
司
書
立
案
型
の
展
示
で
す
。

司
書
が
提
出
し
た
企
画
書
に
つ
い
て
、
具
体
性
や
実
現
の
可
能
性

を
審
査
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
他
の
展
示
や
イ
ベ

ン
ト
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
検
討
し
ま
す
。
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
ら
、
企
画
者
は
担
当
司
書
と
し
て
チ
ー
ム
に
加
わ
り
ま

す
。
進
化
の
は
な
し
展
は
、
二
〇
一
九
年
に
科
博
に
て
「
絵
本
で

め
ぐ
る
生
命
の
旅
」
を
見
た
司
書
が
、
こ
の
展
示
を
石
川
県
民
に

見
て
も
ら
い
た
い
、
と
企
画
し
ま
し
た
。
音
楽
祭
展
は
、
吹
奏
楽

新
幹
線
の
延
伸
に
よ
っ
て
石
川
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の

か
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
未
来
を
幅
広
い
方
々
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
た
企
画
で
す
。

6
　
企
画
展
示
の
実
施
体
制

　
四
つ
の
企
画
展
の
共
通
点
は
、
必
ず
他
機
関
と
連
携
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
一
年
間
に
三
回
、
夏
休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み
を
含

む
会
期
で
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
規
模
の
大
き
い
企
画
展
を

実
施
し
て
い
く
の
は
、
図
書
館
単
独
の
力
で
は
至
難
の
業
で
す
。

そ
こ
で
、
連
携
先
か
ら
原
稿
や
画
像
素
材
を
提
供
い
た
だ
い
た
り
、

資
料
を
お
借
り
す
る
な
ど
の
協
力
の
も
と
展
示
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
各
展
示
は
、
主
に
司
書
二
名
と
取
り
ま
と
め
係
か
ら
成
る
チ
ー

ム
で
、
一
年
ほ
ど
か
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
図
書
の
制
作

に
例
え
る
と
、
司
書
二
名
が
著
者
で
、
取
り
ま
と
め
係
が
編
集
者

の
よ
う
な
役
割
に
あ
た
り
ま
す
。
司
書
は
企
画
展
ご
と
に
異
な
る

人
選
で
、
二
年
に
一
回
く
ら
い
の
頻
度
で
企
画
展
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
期
間
中
は
通
常
業
務
の
担
当
量
を
部
分
的

に
減
ら
し
て
、
展
示
に
関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。
取
り
ま
と
め

係
は
全
て
の
企
画
展
チ
ー
ム
に
加
わ
り
、
全
体
の
ペ
ー
ス
メ
イ
ク
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い
る
司
書
が
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

8
　
企
画
展
の
目
的

　
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
企
画
展
の
実
施
は
、
公
共
図
書
館
で
は

一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
館
が
わ
ざ
わ

ざ
広
い
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
チ
ー
ム
体
制
を
組
ん
で
、
継
続
的
に

企
画
展
を
実
施
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
疑
問
に
思
う
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
三
つ
の
目
的
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
ず
は
、
資
料
の
活
用（
読
書
推
進
）
で
す
。
タ
イ
ト
ル
や
表
紙

が
地
味
で
手
に
取
ら
れ
に
く
い
も
の
、
普
段
は
書
庫
に
あ
る
古
い

も
の
な
ど
、
来
館
者
の
視
界
に
入
り
に
く
い
け
れ
ど
、
ぜ
ひ
読
ん

で
も
ら
い
た
い
魅
力
的
な
本
が
、
図
書
館
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
パ
ネ
ル
を
読
ん
だ
り
ケ
ー
ス
の
実
物
資
料
を
見
た
り
し
て
、

「
へ
え
、
お
も
し
ろ
い
な
。
も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
い
な
」
と

思
っ
た
瞬
間
に
手
が
届
く
場
所
に
、
本
を
配
置
で
き
る
の
が
展
示

と
い
う
手
法
の
特
徴
で
す
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
当
館
の
コ
ン
セ
プ

ト
「
思
い
も
よ
ら
な
い
本
と
の
出
会
い
」
を
具
現
す
る
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
企
画
展
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

部
員
だ
っ
た
司
書
が
、
音
楽
祭
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
、
と
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　
文
豪
展
と
鉄
道
展
は
、
外
部
に
発
端
が
あ
っ
た
企
画
で
す
。
実

施
が
決
定
し
た
後
で
、
テ
ー
マ
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
、
担

当
の
司
書
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
文
豪
展
は
、
ゲ
ー
ム
の
配
信
元
で

あ
る D

M
M

.com
 

よ
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ネ
ル
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
と
ス
タ
ン
プ
を
使
っ
た
来
館
促
進
イ
ベ
ン
ト
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
話
を
聞
い
た
取
り
ま
と
め
係
が
「
ゲ
ー
ム
／
文
豪
／
図

書
館
の
組
み
合
わ
せ
は
と
て
も
相
性
が
良
い
の
で
、
企
画
展
に
仕

上
げ
る
方
が
イ
ベ
ン
ト
よ
り
も
効
果
が
高
い
」
と
考
え
、
展
示
企

画
が
練
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
フ
ァ
ン
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
隣
に
並
ん
で
い
る
文
豪
作
品
に
手
を
伸
ば
し
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
は
、
解
説
パ
ネ
ル
の
面
白
さ
と
一
緒
に
並
ぶ
本
の
セ
レ
ク
ト

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
文
学
」「
中
高
生
向
け
の
本
」

を
選
書
し
て
い
る
司
書
が
、
企
画
展
の
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

　
鉄
道
展
は
、
北
陸
新
幹
線
の
石
川
県
内
全
線
開
業
に
向
け
た
機

運
醸
成
が
目
的
の
展
示
で
す
。
県
の
担
当
課
か
ら
「
た
く
さ
ん
の

県
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
図
書
館
で
展
示
を
や
り
た
い
」
と
声
が

か
か
り
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
い
に
く
当
館
の
司

書
に
は
鉄
道
マ
ニ
ア
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
鉄
道
好
き
の
家
族
が
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9
　
各
企
画
展
の
担
当
に
な
っ
た
司
書
の
仕
事

　
企
画
展
の
担
当
と
な
っ
た
司
書
は
、
ま
ず
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て

展
示
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
案
や
ネ

タ
を
持
ち
寄
り
、
チ
ー
ム
で
検
討
し
て
構
成
を
固
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
連
携
先
は
重
要
な
要
素
で
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

連
携
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
素
材
を
持
っ
て
い

る
か
、
当
館
に
提
供
し
て
も
ら
え
る
か
、
連
携
先
候
補
と
な
る
館

を
視
察
し
て
展
示
の
ネ
タ
を
集
め
た
り
、
協
力
の
依
頼
を
行
っ
た

り
し
ま
す
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
が
決
ま
っ
た
ら
、
連
携
先
か
ら
提
供
さ
れ
た
原
稿

や
素
材
の
組
み
合
わ
せ
を
、
空
間
に
合
わ
せ
て
具
体
的
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
パ
ネ
ル
用
の
素
材
が
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
、
参
考

文
献
を
も
と
に
原
稿
の
執
筆
も
行
い
ま
す
。
パ
ネ
ル
は
、
原
稿
執

筆
、
図
版
選
定
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
、
校
正
の
ス
テ
ッ
プ
を
経

て
、
制
作
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
図
版
に
使
用
す
る
た
め
の
画
像
掲

載
許
可
申
請
な
ど
も
、
担
当
の
司
書
が
行
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
な
ど
で
展
示
す
る
実
物
資
料
を
検
討

し
ま
す
。
実
物
資
料
が
あ
る
と
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
関
心
を
ひ
き
つ

　
二
つ
目
の
目
的
は
、
新
規
利
用
者
の
開
拓
と
来
館
促
進
で
す
。

図
書
館
を
利
用
す
る
の
は
住
民
の
三
割
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
全
て
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
一
度
は
当
館
を
訪
れ
て
、
そ

し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
図
書
館
に
は
自
分
の
読
み
た
い
本
が
な
い
」「
自
分
は
本
を
読
ま

な
い
か
ら
図
書
館
に
行
く
こ
と
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
を
、

「（
本
は
さ
て
お
き
）
展
示
を
見
た
い
か
ら
図
書
館
に
行
こ
う
」
と
い

う
気
持
ち
に
変
え
た
い
。
例
え
ば
文
豪
展
で
は
、
ゲ
ー
ム
フ
ァ
ン

の
「
推
し（
お
気
に
入
り
の
ゲ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
の
パ
ネ
ル
写
真
を

撮
る
」
た
め
の
来
館
を
狙
い
ま
し
た
。
展
示
だ
け
で
な
く
講
演
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
新
規
利
用
者
の
開
拓
に
向
い
て
い
る
手
法

で
す
が
、
展
示
は
数
か
月
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
の
で
、
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
三
つ
め
の
目
的
は
、
企
画
展
の
準
備
を
通
じ
た
司
書
の
人
材
育

成
で
す
。
展
示
を
準
備
し
て
い
く
な
か
で
、
従
来
の
司
書
の
業
務

で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

司
書
の
視
野
を
広
げ
、
企
画
力
・
表
現
力
・
交
渉
力
な
ど
の
ス
キ

ル
を
高
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
O
J
T
の
機
会
と
し
て
優
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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10
　
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
担
当
司
書
の
仕
事

　
当
館
で
は
ど
の
企
画
展
で
も
、
期
間
中
に
展
示
テ
ー
マ
に
関

連
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
著
名
人
を
招
聘
し
展
示

の
P
R
を
狙
う
も
の
、
展
示
の
中
身
を
よ
り
深
め
て
い
く
も
の
、

企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
か
ら
館
内
の
他
の
場
所（
モ
ノ
づ
く
り
体
験
ス

ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
な
ど
）
へ
誘
導
す
る
も
の
な
ど
、
様
々
な
目
的
・

タ
イ
プ
・
対
象
者
で
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
進
化

の
は
な
し
展
で
は
、
六
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

①
　﹇
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
﹈
恐
竜
博
士
・
真
鍋
先
生
に
き
く
、

進
化
の
は
な
し

②
　﹇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹈
目
指
せ
！
化
石
ハ
ン
タ
ー

③
　﹇
映
画
上
映
会
﹈
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な

④
　﹇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹈
親
子
で
作
ろ
う
！
恐
竜
ク
ッ
キ
ー

⑤
　﹇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹈
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
・
恐
竜
の
す

が
た

⑥
　﹇
モ
ノ
づ
く
り
体
験
ス
ペ
ー
ス
と
の
連
動
イ
ベ
ン
ト
﹈
マ

コ
ト
サ
ウ
ル
ス
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
作
り

　
こ
れ
ら
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
す
る
の
も
、
担
当
司

け
た
り
、
展
示
内
容
の
理
解
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
毎
回
、
必
ず
訴
求
力
の
あ
る
実
物
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

当
館
の
所
蔵
資
料
を
使
用
す
る
ほ
か
、
連
携
先
か
ら
借
用
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
パ
ネ
ル
の
下
に
は
、
関
連
す
る
テ
ー
マ
の
本
を
並
べ
、
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
新
し
い
本
や
素
敵
な
表
紙
の

本
は
、
パ
ネ
ル
の
下
に
置
い
て
お
く
だ
け
で
、
手
に
取
ら
れ
、
借

り
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
本
の
隣
に
、「
タ
イ
ト
ル
や

表
紙
は
地
味
だ
け
ど
実
は
面
白
い
本
」「
少
し
古
い
け
れ
ど
テ
ー

マ
が
ぴ
っ
た
り
合
う
本
」「
世
の
中
に
こ
ん
な
本
が
あ
る
の
だ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
本
」
な
ど
を
さ
り
げ
な
く
配
置
し
て
い
く
こ

と
で
、
来
場
者
と
本
の
出
会
い
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
狙
い

ま
す
。
通
常
の
図
書
館
の
分
類
で
は
離
れ
た
複
数
の
場
所
に
置
か

れ
て
し
ま
う
本
を
一
か
所
に
集
め
て
、
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作

り
出
す
の
は
、
司
書
の
セ
レ
ク
ト
と
バ
ラ
ン
ス
の
妙
。
棚
の
奥
で

埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
本
に
も
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
作
業

で
す
。



図書館レポート　企画展示と図書館33

書
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
担
当
課
の
職

員
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
進
め
ま
す
。
企
画
書
、
検
討
会
議
、
講
師

ブ
ッ
キ
ン
グ
、
会
場
確
保
、
告
知
、
申
込
受
付
、
参
加
者
へ
の
連

絡
、
配
布
資
料
の
準
備
、
会
場
設
営
、
当
日
の
司
会
進
行
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ア
ー
役
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
、
効
果
測
定
、
講
師
謝
礼

の
支
払
い
事
務
な
ど
一
連
の
業
務
の
全
て
に
関
わ
り
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
で
は
、
目
的
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
、
展
示
と
の
相
乗
効

果
な
ど
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
意
識

す
る
力
も
育
ま
れ
ま
す
。

11
　
モ
ノ
づ
く
り
体
験
ス
ペ
ー
ス
と
の
連
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
回
必
ず
実
施
し
て
い
る
の
が
、
当
館

に
設
置
さ
れ
て
い
る
メ
イ
カ
ー
ス
ぺ
ー
ス
で
あ
る
「
モ
ノ
づ
く
り

体
験
ス
ペ
ー
ス
」
と
の
連
動
企
画
で
す
。
モ
ノ
づ
く
り
体
験
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
U
V
プ
リ
ン
タ
、
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
、
3
D

プ
リ
ン
タ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
工
作
機
器
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
機
器
は
、
デ
ー
タ
作
成
お
よ
び
機
器
操
作
に
あ
た
り
専
門

知
識
が
必
要
な
た
め
、
利
用
す
る
人
は
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
企
画
展
の
テ
ー
マ
に
合
う
内
容
で
、
か
つ
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
気
軽
に
体
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
す
る
こ
と
で
、
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
体
験
ス

ペ
ー
ス
へ
と
来
館
者
を
誘
導
し
、
モ
ノ
づ
く
り
体
験
ス
ペ
ー
ス
新

規
利
用
者
層
の
開
拓
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
文
豪
展
の
「
名
著
で
作
る
和
紙
し
お
り
」
は
、
文
豪

の
作
品
か
ら
自
分
の
好
き
な
一
節
を
選
ん
で
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す

る
と
、
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
が
和
紙
し
お
り
に
そ
の
言
葉
を
刻
み
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お
り
を
作
れ
る
、
と
い
う
企
画
で
し
た
。
展
示

期
間
中
に
五
〇
〇
人
近
く
の
人
が
し
お
り
作
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
音
楽
祭
展
の
「
チ
ケ
ッ
ト
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う
」
は
、
自
分

が
i
P
a
d
で
書
い
た
イ
ラ
ス
ト
を
、
U
V
プ
リ
ン
タ
で
印
刷

し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
チ
ケ
ッ
ト
ホ
ル
ダ
ー
を
作
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　
こ
こ
で
も
、
司
書
の
O
J
T
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー

ス
の
運
営（
来
場
者
の
対
応
や
機
器
管
理
）
自
体
は
、
外
部
に
委
託
し

て
お
り
、
通
常
の
司
書
の
業
務
と
モ
ノ
づ
く
り
体
験
ス
ペ
ー
ス
の

間
に
は
、
接
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
館
に
備
え
て
い
る
新

し
い
技
術
や
道
具
を
、
図
書
館
の
内
部
に
取
り
込
ん
で
い
く
に
は
、

司
書
自
身
が
機
器
に
触
れ
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
制
作
し
た
グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
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み
る
、
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
経
験
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、「
使
っ
て
み
て
ね
！
」
と
、
漠
然
と
声
を
か
け
る
だ
け

で
は
、
モ
ノ
づ
く
り
体
験
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
機
会
は
増
え
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
企
画
展
ご
と
に
新
し
い
連
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
展
示
の
担
当
に
な
っ
た
司
書
は
自
然
と
、

機
器
の
特
性
を
知
り
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
仲
良
く
な
り
、
試
作
品

を
作
る
過
程
で
自
ら
も
工
作
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
機

械
は
苦
手
」「
ど
う
使
っ
た
ら
い
い
か
想
像
で
き
な
い
」
と
言
っ

て
い
た
司
書
で
も
、
楽
し
み
な
が
ら
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

12
　
さ
い
ご
に

　
蔵
書
や
情
報
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

貸
出
や
予
約
も
シ
ス
テ
ム
で
省
力
化
さ
れ
、
調
べ
も
の
に
お
い
て

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
A
I
が
強
力
な
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め

る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
図
書
館
で
働
く
司
書
に
は
、
膨
大
な
蔵

書
を
よ
り
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
テ
ー
マ
性
の
あ
る
棚
づ
く

り
や
、
学
芸
員
の
よ
う
な
思
考
で
主
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ロ
グ

写真5　企画展「LIBRARY of music」と連動したプログラム
「チケットホルダーを作ろう」
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ラ
ム
を
企
画
・
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く

で
し
ょ
う
。

　
企
画
展
と
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
通
し
て
、「
コ
ン
セ
プ
ト

や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
意
識
し
て
企
画
す
る
力
」「
伝
わ
る
文
章
を
書

く
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ（
表
現
力
）」「
連
携
先
や
イ
ベ
ン
ト
講
師
な
ど

と
調
整
す
る
力（
交
渉
力
）」「
所
蔵
資
料
や
情
報
を
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
編
集
す
る
力
」「
デ
ジ
タ
ル
工
作
機
器
に
関
す
る
知
識
・
経

験
」
な
ど
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
館
の
企
画
展

は
、
新
し
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
作
っ
て
い
く
司
書
を
養
成
す
る

O
J
T
と
し
て
の
側
面
も
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
後
も
多
様
な
機
関
や
コ
ン
テ
ン
ツ
と
コ
ラ
ボ
し
な
が
ら
、
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
良
く
魅
力
的
な
企
画
展
を
作
っ
て
い
く
こ

と
で
、
新
規
利
用
者
を
開
拓
し
、
図
書
館
の
中
に
賑
わ
い
を
創
出

し
つ
つ
、
司
書
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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な
ぜ
「
論
点
」
を
集
め
た
書
物
『
論
点
・
西
洋
史
学
』
を

作
っ
た
の
か
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、「
論
点
」
に
触
れ
、
主

体
的
に
自
ら
思
考
に
誘い

ざ
なわ

れ
る
こ
と
こ
そ
、
通
俗
的
な
「
歴
史

物
」
で
は
滅
多
に
味
わ
え
な
い
、
そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
検
索
で
は

手
軽
に
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、「
歴
史
学
」
な
ら
で
は

の
醍
醐
味
だ
か
ら
で
す
。

�

金
澤
周
作
監
修
『
論
点
・
西
洋
史
学
』「
は
じ
め
に
」
よ
り

　
二
〇
二
〇
年
四
月
に
刊
行
し
た
『
論
点
・
西
洋
史
学
』
は
、
西

洋
の
過
去
に
関
し
て
、
真
実
＝
「
正
解
」
を
求
め
て
幾
通
り
も
の

「
主
張
」
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
、
す
な
わ
ち
「
論
点
」

だ
け
を
集
め
た
、
こ
れ
ま
で
の
西
洋
史
教
科
書
と
は
ひ
と
味
違
う
、

お
そ
ら
く
類
書
の
な
い
書
物
で
す
。

　
本
書
の
考
案
者
で
あ
る
金
澤
周
作
先
生（
京
都
大
学
教
授
）
は
、

前
任
校
、
川
村
学
園
女
子
大
学
で
の
西
洋
史
演
習
で
目
に
し
た
学

生
た
ち
の
様
子
か
ら
、
本
書
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た

の
だ
と
「
お
わ
り
に
」
で
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
金
澤
先
生
が
あ

た
た
め
て
お
ら
れ
た
、「『
論
点
』
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
西
洋
史

本
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
、
小
社
の
好
評
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
「
や

わ
ら
か
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
・〈
わ
か
る
〉
シ
リ
ー
ズ
」
の
体
裁
を
ア

レ
ン
ジ
し
て
具
体
化
さ
せ
る
形
で
、「
論
点
」
企
画
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
構
成
と
し
て
は
、
西
洋
史
を
「
古
代
」「
中
世
」「
近
世
」「
近
代
」

「
現
代
」
の
五
パ
ー
ト
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
二
〇
〜

三
〇
項
目
の
「
論
点
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。「
ロ
ー
マ
帝
国

は
な
ぜ
滅
ん
だ
か
」
や
「
近
世
礫
岩
国
家
と
は
」、「
タ
タ
ー
ル
の

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
「
論
点
」
シ
リ
ー
ズ

岡
崎
麻
優
子
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
編
集
部
）

｜
編
集
者
が
語
る
こ
の
叢
書
・
こ
の
シ
リ
ー
ズ
27
｜
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く
び
き
」
や
「
一
七
世
紀
の
危
機
」
等
々
、
そ
の
数
は
全
一
三
九

項
目
に
及
び
ま
す
。
そ
れ
ら
を
、
Ｂ
５
判
と
い
う
大
き
な
判
型
を

用
い
て
、
一
項
目
あ
た
り
見
開
き
二
頁
で
解
説
、
全
項
目
こ
の
共

通
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
、〈
史
実
〉〈
論
点
〉〈
歴
史
学
的
に
考
察
す
る

ポ
イ
ン
ト
〉
と
展
開
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
両
端
の
側
注
欄
で
は
、

他
の
項
目
と
の
連
携
や
語
句
説
明
、
参
考
文
献
を
紹
介
し
ま
す
。

　
金
澤
先
生
に
よ
る
巻
頭
言
や
、
参
考
文
献
等
の
巻
末
付
録
も
充

実
し
て
お
り
、
大
学
生
・
大
学
院
生
は
も
ち
ろ
ん
、
関
心
の
深
い

高
校
生
や
歴
史
愛
好
家
な
ど
の
一
般
読
書
人
、
中
学
・
高
校
の
先

生
方
、
関
連
・
隣
接
領
域
の
研
究
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
読
者
を

対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
境
涯
に
応
じ
て
お
読
み
い
た
だ
け
る
つ
く

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❖

『
論
点
・
西
洋
史
学
』
の
企
画
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛

威
に
世
界
が
直
面
す
る
さ
な
か
に
進
行
し
て
い
ま
し
た
。

　
企
画
の
始
動
は
二
〇
一
七
年
七
月
。
総
勢
一
二
三
名
の
執
筆
者

に
依
頼
し
た
原
稿
が
お
お
む
ね
出
揃
い
、
監
修
・
編
者
の
先
生

方
で
丸
一
日
が
か
り
の
編
集
会
議
を
行
っ
た
の
が
、
二
〇
一
九

年
二
月
で
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
追
加
分
の
原
稿
の
集
約
や
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23 タタールのくびき 宮 野 裕

【関連項目：アレクサンドロス大王と「ヘレニズム論争」，ヴァイキングのエスニシティ，ノルマン征服，
東欧の辺境化・後進性，農奴解放】

史 実

タタール人（ロシアやヨーロッパでモンゴル人はしばしばタタール人と呼ばれた）が

13世紀前半のユーラシアに大帝国を樹立する際，ヨーロッパ方面に大遠征が行わ

れた。当時のルーシ
＊
諸公国（ロシアなどの祖にあたる国々）はこれに打ち破られ，

帝国の，その北東部を支配したジョチ・ウルス

▲▲ 1
（いわゆるキプチャク・カン

▲▲ 2
国）の

支配下に入り，カンに税を納め，時に遠征への同行を命じられた。こうしてタ

タールのくびきにつながれたルーシ諸公国は，13世紀半ば頃からウルスの間接支

配下に移った。すなわちカンが承認した大公が代理人として，ルーシ諸公国から

の徴税を担ったのだが，その際にはカン配下の役人と軍が度々同行した。こうし

た軍を利用し，あるいはカンから直接軍を引き出してライバル諸公の弱体化に成

功したのが北東ルーシのアレクサンドル・ネフスキー公や南西ルーシのレフ・ダ

ニロヴィチ公であった。この手法は特に前者の子孫であるモスクワ諸公に引き継

がれ，イヴァン⚑世はタタールの力を借りてライバル諸公を蹴散らした。力をつ

けたモスクワ公国はドミトリー・ドンスコイ公の治世において，ルーシ諸公国の

中心に成長し，1380年にはクリコヴォ平原で宗主国であるウルスの将軍ママイを

破るに至る。しかしその後もモスクワ公国は懲罰遠征などを受け，タタールに服

し続けた。そしてクリコヴォの戦いから100年後の1480年，侵攻してきたタター

ル軍（諸カン国の一つにあたる「大オルダ

▲▲ 3
」の軍）■

▲▲

3 ｢大オルダ」
ジョチ・ウルスの崩壊過程
において，1433年に黒海沿
岸のステップで成立した遊
牧国家。内憂で衰え，さら
に15世紀半ばにはクリミ
ア・カン国の攻撃を受けて
ヴォルガ沿岸に移動した。
アフマト・カンの時代
（1459～81年）にポーラン
ドやオスマン帝国と友好関
係を結ぶもロシアに自立を
許し，1502年に崩壊。

をモスクワ大公イヴァン⚓世がウ

グラ川で退けた。一般にタタールのくびきに終止符を打ったと理解される出来事

である。

論 点

⚑．
タタールによる被害の
実態をめぐる議論

タタールはその侵攻時，あるいはその後の遠征や蹂

躙でルーシ諸公国やその後継国にどの程度の被害を

もたらしたのか。ルーシが総じて多くの被害を被ったことについて，異論はほぼ

ない。ただし，同時代の文献史料には具体的な記述が少なく，それゆえ研究者の

叙述も曖昧なことが多かった。例えば，同時代のヨーロッパと並ぶ発展を遂げて

いたルーシの手工業や諸都市が壊滅的打撃を受けたとか，農村も荒廃した，と

いったものである。しかし1960年代以降，居住地の廃墟から被害の程度が検討さ

れるようになり，具体的な地域や数字が提示されている。セドフは，スモレンス

クやウグリチ地方で11～13世紀の居住地がその後大きく減じたと指摘する。C・

ゲールケは，北東ルーシでは33～50％の都市が，南西ルーシでは50～66％の都市

が13世紀に壊滅したと論じる。今後は数字の精緻化，地域ごとの算出，産業の衰

112

Ⅱ 西洋中世史の論点

＊ ルーシ
Ⅱ-⚖ 側注⚒参照。
■

▲▲

1 ウルス
明確な地理的国境を持つ領
域国家ではなく，人間集団
を中心として構造化される
「くに」。土地所有観念の比
較的薄い，主にユーラシア
の遊牧民の世界で使われる
概念である。
■

▲▲

2 カ ン
ユーラシアの遊牧民の首長
を指す言葉。従って，モン
ゴル・タタールに限らず使
用例が散見される。時代と
場所によりカガン（可汗），
ハンともいう。
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退規模のような別の基準での問題解明も期待される。

⚒．
ロシア史に及ぼした
影響に関する議論

長期的にくびきはロシアの歴史にどのような影響を及

ぼしたのか。第一に，くびきはロシアに壊滅的打撃を

与え，その歴史発展を遅らせたとする見方がある。第二に，被害を認めつつも，

ロシア史には大きな影響をもたらさなかったとする立場がある。これはロシアの

国家発展を自立的なものと見なし，かつ外的影響を最小限に見積もる研究者（か

つての国家学派）がとったものである。第三に，ユーラシア学派

▲▲ 4
■

▲ ▲

4 ユーラシア学派
ロシアでは古くから，ロシ
アがヨーロッパであるかど
うかについての議論が展開
されてきたが，ロシアはタ
タールのくびきの下で生ま
れたユーラシア国家である
と考えるのがユーラシア学
派である。この学派は総じ
てくびきについて，分裂し
ていたルーシ諸公国がロシ
アに生まれ変わる触媒に
なったとしてこれを肯定的
に捉えている。ただしその
理論はやや大雑把であり，
また抽象的でもある。

のように，くび

きはロシアにほとんど被害を与えず，分裂しつつあったルーシ諸公国をむしろ復

活させ，ロシアを生み出したと肯定的に評価する立場がある。しかし近年は以上

のような大雑把な議論ではなく，具体的な影響をとりわけ政治や社会の制度等に

見ていく研究が出ている。例えば我が国では栗生沢猛夫が，モンゴルの保証制度

を題材に，ロシアの制度的側面へのくびきの影響を考察している。

⚓．
タタールのくびきは
いつまで続いたのか

一般に，ロシアは1480年の「ウグラ川の対峙」とこれ

に続くタタールの撤退の結果，くびきから抜け出した

とされてきた。ところが，「対峙」は多くの年代記で詳述されるものの，この事

件をきっかけにくびきが外れたと直接言明する同時代史料はない。ロシアとくび

きとの関係に言及する同時代人は，ポーランドのドゥウゴシュだけである。彼は

「対峙」の前に死去したにもかかわらず，すでにその年代記においてロシアがタ

タールのくびきから離脱したと記している。したがって，1480年にくびきが外れ

たとする見方は，同時代に生じたものではなかったのである。1480年説を最初に

唱えたのは19世紀のカラムジンであった。彼は根拠を明示せずに「対峙」事件を

「我々の隷属の終わり」と見なし，これが20世紀に入ってから定説になったので

ある。

これに対し，1502年まで「大オルダ」が続いたこと，この年にクリミア・カン

国のモスクワへの行軍があり，以後モスクワがクリミアに貢納を続けたことに基

づき，くびきは16世紀にも続いたとする見方がある。逆に，時期を前倒しし，

1472年の戦いをもってロシアはカン国に納めてきた「モンゴル税」の支払いを停

止し独立国家意識の萌芽を見た，とする意見もある。なお，南西ルーシ（現ウク

ライナやベラルーシ）でのくびきの状況とその終焉の問題については，研究がまだ

乏しい。

歴史学的に考察するポイント
①タタールの侵攻はどれほどの被害をもたらしたのか。
②ロシアの歴史はタタールのくびきによってどう変わったのか。
③くびきの排除（あるいはくびきそのもの）は何を指標とすべきなのか。

113

Ⅱ- 23 タタールのくびき

参考文献参考文献

栗生沢猛夫『タタールのく
びき――ロシア史における
モンゴル支配の研究』（東
京大学出版会，2007年）。
濱本真美『共生のイスラー
ム――ロシアの正教徒とム
スリム』（山川出版社，
2011年）。
杉山正明『モンゴル帝国と
長いその後』（講談社学術
文庫，2016年）。

『論点・西洋史学』の誌面
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調
整
を
経
て
、
印
刷
所
で
校
正
刷
り
の
作
成
に
着
手
し
た
の
が
、

二
〇
一
九
年
九
月
、
そ
こ
か
ら
数
度
の
校
正
を
経
て
無
事
に
校
了

と
な
り
、
二
〇
二
〇
年
三
月
に
見
本
が
納
品
さ
れ
る
頃
に
は
、
私

た
ち
を
取
り
巻
く
日
常
は
す
っ
か
り
変
貌
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
新
学
期
に
照
準
を
合
わ
せ
て
本
が
出
来
上
が
り
、
さ
あ
こ
れ
か

ら
、
と
い
う
と
き
に
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
と
と
も
に
、
大
学

で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
入
構
禁
止
や
、
休
校
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ

の
移
行
措
置
な
ど
が
取
ら
れ
、
さ
ら
に
は
大
学
生
協
も
書
店
も
、

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
先
行
き
が
見
え
な
い
中
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
の
「
こ
う
い
う
本
が
欲
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た

コ
メ
ン
ト
や
、
執
筆
者
に
よ
る
献
本
を
受
け
取
ら
れ
た
方
か
ら
の

「
出
版
前
か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
自
分
で
も
予
約
・

購
入
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
職
場
に
一
冊
、
自
宅
に
一
冊
備
え

て
、
手
放
せ
な
い
本
と
な
り
そ
う
で
す
」
と
の
お
声
、
さ
ら
に
は

多
く
の
店
舗
が
休
業
す
る
中
で
も
、
自
ら
本
書
を
購
入
し
、
自
筆

の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
つ
け
て
販
売
し
て
く
だ
さ
っ
た
書
店
員
さ
ん（
書
泉
・

芳
林
堂
書
店
の
大
内
学
さ
ん
）が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
営
業
担
当
か
ら

の
報
告
な
ど
、
本
書
が
多
く
の
方
に
、
驚
き
と
喜
び
を
も
っ
て
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
励
ま
さ
れ
る
思
い
で
し
た
。

書店員（書泉・芳林堂書店）の大内学さんの手書きPOPとともに（芳林堂書店高田馬場店）
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コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
書
は

刊
行
後
、
多
く
の
反
響
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
出
来
か
ら
間

も
な
い
う
ち
に
二
刷
、
三
刷
と
な
り
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
に
は

七
刷
を
数
え
、
累
計
一
万
部
を
超
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

❖

　
こ
の
『
論
点
・
西
洋
史
学
』
の
姉
妹
編
と
し
て
そ
の
後
、『
論

点
・
東
洋
史
学
』（
二
〇
二
二
年
一
月
）、『
論
点
・
日
本
史
学
』（
二
〇

二
二
年
八
月
）、『
論
点
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
』（
二
〇
二
三
年
六
月
）
も

刊
行
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
項
目
数
は
『
論
点
・
西
洋
史
学
』
以

上
か
同
等
で
、
執
筆
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
二
〇
〜
一
五
〇
名
ほ
ど
。

実
務
面
を
振
り
返
る
と
、
ほ
ぼ
同
時
進
行
で
、
多
く
の
先
生
方
と

原
稿
の
お
願
い
や
調
整
、
校
正
の
依
頼
・
返
送
・
集
約
な
ど
の
、

多
岐
に
わ
た
る
や
り
取
り
を
重
ね
る
日
々
で
し
た
。
当
時
、
金
澤

先
生
か
ら
は
「
い
ま
日
本
で
一
番
、（
歴
史
学
分
野
で
）
顔
が
広
い

編
集
者
で
は
な
い
で
す
か（
笑
）」
と
の
お
声
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

『
論
点
・
日
本
史
学
』
刊
行
の
際
は
、
相
乗
効
果
も
あ
っ
て
か
、

既
刊
の
「
西
洋
史
学
」「
東
洋
史
学
」
に
も
、
あ
ら
た
め
て
注
目

い
た
だ
い
た
感
が
あ
り
ま
す
。
最
新
刊
の
『
論
点
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

「論点」シリーズ４冊が勢揃い！（ジュンク堂書店池袋本店）
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史
学
』
は
、
歴
史
学
だ
け
で
な
く
、
文
学
、
社
会
学
、
人
類
学
、

経
済
学
、
地
域
研
究
、
芸
術
論
な
ど
幅
広
い
分
野
を
視
野
に
収
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
さ
ら
に
多
く
の
方
に
、
こ
の
「
論

点
」
シ
リ
ー
ズ
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

❖

　
本
稿
の
冒
頭
に
引
用
し
た
、「
は
じ
め
に
」
の
原
稿
を
読
ん
だ

と
き
の
印
象
は
、
鮮
烈
で
し
た
。
金
澤
先
生
の
見
事
な
文
章
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
歴
史
学
の
現
在
と
未
来
を

見
据
え
た
問
題
意
識
、
読
者
を
引
き
込
む
展
開
…
…
。
編
集
者
は

「
最
初
の
読
者
」
と
し
て
原
稿
に
接
し
ま
す
が
、
な
ん
と
も
言
え

ぬ
ゾ
ク
ゾ
ク
・
ワ
ク
ワ
ク
感
が
味
わ
え
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ

る
著
者
の
文
章
を
通
じ
て
、
そ
の
た
び
に
新
し
い
景
色
を
見
せ
て

い
た
だ
け
る
、
幸
せ
な
お
仕
事
だ
な
と
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、
著
者
と
読

者
を
つ
な
ぐ
「
場
」
と
し
て
の
良
書
を
、
心
を
込
め
て
つ
く
っ
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
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広報委員会

委員長　岩野忠昭

　広報委員会の活動は、今期も前期と変わらず『人文会ニュース』の発行と
ウェブサイトの運営が二本柱になります。
　ここ数年、『人文会ニュース』は年3回（8月、12月、4月）のスケジュール
で発行し、前期も滞りなく発行できました。この数年の好評価を励みに、さ
らに充実した内容を揃えることを目指します。人文会の活動を広く知らせる
という役割を基本として、書店や図書館の人文書担当の方に、少しでも興味
を持っていただき、なおかつ日常の業務に役に立つようなコンテンツを提供
していきたいと考えています。
　ウェブサイト（http://www.jinbunkai.com/）は、人文会と会員各社の情報提
供の場として引き続き内容の充実を図っていきます。運用を開始したTwitter

（@jinbunkai）も軌道に乗り、ウェブサイトの記事がTwitterに投稿されるよう
になっています。
　また前期は『人文書販売の手引き』の改訂作業をスタートしました。本来
であれば5月の総会までに完成させるはずでしたが、少々遅れてしまいまし
た。この夏のウェブ公開に向け作業を進めていますので、公開までいましば
らくお待ちください。
　今期も紙媒体とウェブ媒体、それぞれの特性を活かし、かつ補完し合いな
がら、人文会と人文書の普及、発展を目指しますので、何卒よろしくお願い
いたします。

委員長　　岩野忠昭（白水社） 三木　拓（法政大学出版局）

副委員長　乙子　智（慶應義塾大学出版会） 本橋弘行（ミネルヴァ書房）
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調査・研修委員会

委員長　森　卓巳

　本年度の委員会は、昨年同様に「使える研修」を柱に年間を通じて活動し
てまいりたいと考えています。コロナ禍によりリアルな活動が制限される3
年間でしたが、その中でオンライン形式での研修が定着し、正担当者以外の
幅広い会員社員の皆さまにも加わっていただくことができ、結果として昨年
度は5つの研修会で延べ240名の方々にご参加いただきました。また大学出
版部協会、心理学書販売研究会の皆さまとも合同で研修会を実施することが
できました。今年度も会員社内外の講師の方から学ぶ知識、経験を通して、
学び合う風土を醸成し、会員社に有益な研修活動を実施してまいります。
　また、2年間中止していた全国の書店・図書館などへの訪問も、昨秋再開
し、会員社をグループ編成し全国の6地域へ訪問いたしました。コロナ禍で
難しかった書店の方々との対面コミュニケーションや、地域の新聞社、図書
館への訪問を通じて、この間の大きく変化したマーケット環境を肌で感じる
ことができました。この訪問先を選定するのも小委員会の役割ですので、今
秋の実施に向けて委員会内で熟議し提案いたします。
　社会全体がウイズコロナの活動を模索する中で、弊会活動も以前とは異な
る新しい活動を求められていると思います。この間で培った経験や知見も加
え、販売・企画委員会、広報委員会と連携し、会員社にとって有益な委員会
活動になるよう努めます。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

委員長　　森　卓巳（青土社） 束原亮佑（勁草書房）

副委員長　澤畑　塁（東京大学出版会） 河内秀憲（筑摩書房）
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委員会活動方針

販売・企画委員会

委員長　吉岡　聡

　今期の販売・企画委員会は1社担当交代がありながらも、前期と同じ6名
体制で活動していくこととなりました。
　具体的な活動を紹介していくと、外商を含む書店様向け情報ツール「人文
書ベストセレクション」（年3回）・「今月の一押しFAX」（月1回）・紙版「新刊案
内パック」（月1回）・「高校生のためのブックガイド」（年1回）の4本立てで小会
会員社の新刊・好調書情報を発信してまいります。
　全国書店様でのブックフェアも随時開催してまいります。法人によっては、
エリアの外商と連動くださる機会も増えてきております。
　三省堂書店様との施策は小会活動の重要な柱へと成長を遂げております。
各店での大小フェアに加え、主要店9店内好立地での常設棚「本の街 神田神
保町発！ 人文書 自信のオススメ」施策は7月分からリニューアルし、更なる
進化を模索してまいります。
　紀伊國屋書店様との新施策も前期より開始し、前述の「高校生のための
ブックガイド」を活用した店舗施策が始まりました。他にも学術和書部様と
法人向けオンラインストアBookWeb Pro上でのプロモーション施策を実施中
となります。
　いよいよ図書館展示会の実地開催も従来規模へ復帰していくことが期待さ

れます。関係各所と連携協力し、小会でも積極的に販売促進をしてまいります。
　販売・企画委員会は、これまで得た経験と人脈を活かして、更に充実した
活動を実施していく所存です。1年間ご指導ご鞭撻を賜りますよう何卒お願
い申し上げます。

委員長　　吉岡　聡（春秋社） 佐藤信治（大月書店）

副委員長　段塚省吾（紀伊國屋書店） 福士篤太郎（晶文社）

 郡司恵太（誠信書房）

 栗生圭子（平凡社）
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●「高校生のためのブックガイド2023」発行　
担当：段塚（紀伊國屋書店）、佐藤（大月書店）
17,000部　4月発行

● 八重洲ブックセンター本店「未来へ良書をつなぐ　八重洲ブックセンター本店で売れた本
人文会のベストセラー」フェア
担当：販売・企画委員会　吉岡（春秋社）
期日：2023/3/2～3/31　357冊　662,300円

☆4月例会
期日：2023/4/21　15:00～17:00
場所：東京大学出版会会議室

欠席　筑摩書房

代理出席　青土社

1. 代表幹事より
2. 56回総会案内
3. 各委員会活動報告
4. その他

〇人文会ニュースNo.143刊行
2023年4月発行（56頁、5,000部）
15分で読む： 野原慎司氏（生誕300年目のアダム・スミス、東京大学大学院経済学研究科

准教授）
書店現場から：小谷輝之氏（葉々社）
図書館レポート：菊池壮一氏（日比谷図書文化館）
編集者が語る：内貴麻美氏（シリーズ「あいだで考える」創刊に寄せて、創元社）
2022年秋季グループ訪問報告（後編）
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4. 来会：日本出版販売 仕入部パートナーズ営業課課長　山本憲司様
電子図書館コンテンツ提供について

☆2月例会
期日：2022/2/17　15:00～17:20
場所：筑摩書房会議室

1. 代表幹事より
2. 各委員会活動報告
3. その他

●紀伊國屋書店新宿本店フェア
担当：販売・企画委員会　吉岡（春秋社）
期日：2022/11/10～2023/1/22　860冊　1,757,900円

●三省堂書店名古屋本店「第2回本の街神田神保町発！人文書フェアin名古屋」
担当：販売・企画委員会　郡司（誠信書房）
期日：2023/2/1～3/9　815冊　1,660,280円

〇調査・研修委員会主催研修会
「無料でできる範囲の『身の丈』デジタルマーケティングを考える」
期日：2022/3/15　15:00～16:30　オンライン開催
講師：文藝春秋　大矢靖之様
参加者：会員社　43名

☆3月例会
期日：2023/3/17　15:00～17:30
場所：筑摩書房会議室

欠席　平凡社

1. 代表幹事より
2. 春期グループ訪問について
3. 各委員会活動報告
4. その他

☆臨時幹事会
期日：2023/4/11　16:00～17:00
場所：青土社会議室
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本店　702冊　1,216,240円
朝倉ブックセンター　283冊　489,543円
期日：2022/8～2022/12
外商部　193冊　452,250円

●有隣堂ルミネ横浜店「人文（ジンブン）学のススメ」
担当：販売・企画委員会　吉岡（春秋社）
期日：2022/10/14～12/2　132冊・220,580円

〇調査・研修委員会主催研修会
「PubteX　ショールーム見学会」（参加11社）
期日：2022/12/9　13:00～14:30

2022/12/13　15:00～16:30

☆12月例会
期日：2022/12/16　15:00～17:10
場所：筑摩書房会議室

オンライン参加　慶應義塾大学出版会

1. 代表幹事より
2. 各委員会活動報告
3. その他　情報交換
4. 来会：日本出版販売 仕入部書籍仕入課係長　浅香健様、山下竜馬様

Web仕入受付説明会

〇人文会ニュースNo.142刊行
2022年12月発行（56頁、5,000部）
15分で読む：小笠原弘幸氏（滅亡100年　オスマン帝国の歴史、九州大学准教授）
書店現場から：西田今日子氏（東京ジャーミイ・ディヤーナト トルコ文化センター）
図書館レポート：八角聡仁氏（近畿大学中央図書館）
編集者が語る：吉田真美氏（「中学生の質問箱」シリーズ、平凡社）
2022年秋季グループ訪問報告（前編）

☆1月例会
期日：2023/1/20　15:00～17:20
場所：筑摩書房会議室

1. 代表幹事より
2. 各委員会活動報告
3. その他　情報交換
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☆10月例会
期日：2022/10/21　15:00～17:30
場所：筑摩書房会議室

オンライン参加　平凡社

1. 代表幹事・幹事会より
2. 各委員会活動報告
3. 秋季研修旅行報告
4. その他　情報交換
5. 来会：紀伊國屋書店 東京地区店売第一部長兼新宿本店長　星真一様

「新宿本店3階リニューアルオープンに関する説明」

○特約店グループ訪問
・10/12～14　京都・兵庫グループ：◎晶文社（福士）・青土社（森）・吉川弘文館（片山）
・10/12～14　 岡山・広島・高知グループ：◎白水社（岩野）・創元社（水口）・ミネルヴァ

書房（本橋）
・10/18～20　北海道・宮城グループ：◎大月書店（佐藤）・春秋社（吉岡）
・10/24～26　 大阪グループ：◎東京大学出版会（澤畑）・紀伊國屋書店（段塚）・法政大学

出版局（三木）
・11/2～4　　 静岡・愛知グループ：◎誠信書房（郡司）・みすず書房（片桐）・勁草書房

（束原）
・11/9～11　  福岡・熊本グループ：◎慶應義塾大学出版会（乙子）・筑摩書房（河内）・日

本評論社（荻原）
　（◎班長）

☆11月例会
期日：2022/11/18　15:00～16:35
場所：筑摩書房会議室

1. 代表幹事・幹事会より
2. 各委員会活動報告
3. その他　情報交換

○人文図書目録刊行会総会
期日：2022/11/18　16:35～17:10
場所：筑摩書房会議室

●金高堂書店　人文書フェア
担当：販売・企画委委員会　登尾（平凡社）
期日：2022/9/17～2022/11/20
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3. 「人文書販売の手引き」改訂作業について
4. 秋季研修旅行について
5. 各委員会報告
6. その他

〇人文会ニュースNo.141刊行
2022年8月発行（60頁、5,000部）
代表幹事挨拶

15分で読む：片岡一竹氏（いま読み返すフロイトの戦争論、早稲田大学大学院）
書店現場から：田原陽介氏（東方書店）
図書館レポート：吉本龍司氏（カーリル）
編集者が語る：上村和馬氏（世界を読み解く一冊の本、慶應義塾大学出版会）
総会報告、活動報告、委員会活動方針

〇調査・研修委員会主催研修会
「トーハン en CONTACT 説明会」
期日：9月14日　15:00～16:30　オンライン開催
講師：トーハン　 書籍部マネージャー　森慶太様、アシスタントマネージャー　福澤顕様 

仕入統括部マネージャー　青木鉄郎様

参加者：62名（大学出版部協会会員含む）

☆9月例会
期日：2022/9/16　14:00～17:00
場所：筑摩書房会議室

オンライン参加　晶文社・法政大学出版局
1. 代表幹事・幹事会より
2. 秋季研修旅行について
3. 各委員会活動報告
4. その他
5. 来会：大学生協事業連合 勉学研究事業部 書籍商品課　辻谷寛太郎様

「新刊配本提案聖堂　運用変更について」

〇調査・研修委員会主催研修会（大学出版部協会との合同研修）
「社内DXの進め方」
期日：2022/10/7　15:00～16:30　オンライン開催
事例提供：慶應義塾大学出版会　安井元規
参加者：70名（大学出版部協会会員含む）
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●有隣堂横浜駅西口ジョイナス店「新社会人・新生活に向けておすすめしたい教養書フェア」
担当：販売・企画委員会　吉岡（春秋社）
期日：2022/5/1～5/31　138冊　263,100円

●笠原書店岡谷本店3団体合同専門書フェア
担当：販売・企画委員会　郡司（誠信書房）
期日：2022/5/10～6/17　44冊　81,400円

●三省堂書店下北沢店「新社会人・新生活に向けておすすめしたい教養書フェア」
担当：販売・企画委員会　福士（晶文社）
期日：2022/3/31～6/26　271冊　486,130円

●楽天ブックスフェア「本気（マジ）で教養を身につける　by人文会」
担当：販売・企画委員会　登尾（平凡社）
期日：2022/6/1～6/30　1,467冊　2,476,720円

☆7月例会
期日：2022/7/15　14:30～17:30
場所：筑摩書房会議室

1. 代表幹事・幹事会より
2. 年会費について
3. 「人文書販売の手引き」改訂作業について
4. 各委員会報告
5. その他
6. 来会：紀伊國屋書店 専務取締役　大野繁治様

「紀伊國屋書店の取り組みのご紹介」

〇「人文書販売の手引き」改訂作業 打ち合わせ会議
期日：2022/8/18　13:00～14:35
オンラインで実施

☆8月例会
期日：2022/8/19　14:00～17:20
場所：筑摩書房会議室

オンライン参加　大月書店・慶應義塾大学出版会・平凡社・法政大学出版局
欠席　晶文社

1. 代表幹事・幹事会より
2. 会費について
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し、委員会の構成メンバーを選考。
以下の人事を決定。

9 2022年度の役員および各委員会メンバーの発表
・代表幹事　片桐 幹夫（みすず書房）
・会計幹事　片山 伸治（吉川弘文館）
・書記幹事　水口 大介（創元社）
・販売・企画委員会　 ◎吉岡 聡（春秋社）　○段塚 省吾（紀伊國屋書店） 

佐藤 信治（大月書店）・福士 篤太郎（晶文社）・ 
郡司 恵太（誠信書房）・登尾 純一（平凡社）

・調査・研修委員会　 ◎森 卓巳（青土社）　○澤畑 塁（東京大学出版会） 
束原 亮佑（勁草書房）・廣井 一茂（筑摩書房）・ 
荻原 弘和（日本評論社）

・広報委員会　　　　 ◎岩野 忠昭（白水社）　○乙子 智（慶應義塾大学出版会） 
三木 拓（法政大学出版局）・本橋 弘行（ミネルヴァ書房）

《◎委員長（幹事）　○副委員長》
10 三役と各委員長挨拶
11 事務連絡

17:00　終了

☆6月例会
期日：2022/6/17　15:00～17:00
場所：筑摩書房会議室

1. 代表幹事より
2. 会費改定について
3. 「人文書販売の手引き」改訂作業について
4. 各委員会報告
5. その他

〇人文三目録発刊　担当：広報委員会・幹事会
2022‒2023年版：2022年5月発行、9,400部（哲学・思想）・8,200部（心理）・7,800部（社会）

「哲学・思想図書総目録」特別寄稿 井上達夫氏（ロールズからロールズを救う）
「心理図書総目録」特別寄稿 小俣和一郎氏（精神医学の歴史と優生学）
「社会図書総目録」特別寄稿 北村紗衣氏（フェミニズムは何を意味していて、いつ始まっ
て、いつまで続くのか？）
※今回発行分をもって休刊。

〇特約店グループ訪問　中止
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書記　水口大介

☆第55回（2021年度）人文会総会
期日：2022/5/20　14:00～
場所：文化産業信用組合会議室
出席者：正担当者18名
14:00開始
総会の開催

1 代表幹事挨拶

2 総会議長選出

 ＊総会議長は慣例に従い前年度の書記幹事（水口）が務める。
3 2021年度活動報告　
 ア）会活動全般　（書記：水口）
 イ）会計報告　　（会計：片山）
4 2021年度各委員会活動報告
 ア）販売・企画委員会　（委員長：吉岡）
 イ）調査・研修委員会　（委員長：森）
 ウ）広報委員会　　　　（委員長：岩野）
5 会則の改廃

 ＊今回は変更の申請なし
6 退会・休会・入会について
 ＊今回は申請なし
7 担当者変更の報告

 ＊今回は変更の申請なし
8 役員の改選および各委員会構成について　

 ア）代表幹事選出
 　議長より片桐氏を推挙。全会員賛同にて片桐代表幹事留任を決定。
 イ）選考委員選出
 　出席者による2名連記投票で票数の多い上位4名を選出。
 ウ）書記幹事、会計幹事および各委員会委員長名を選出　【別室】
 　選出された選考委員4名と代表幹事の計5名にて協議。以下の人事を決定。
 　会計（片山）／書記（水口）／販売・企画（吉岡）／調査・研修（森）／広報（岩野）
 エ）各委員会の構成メンバーの選任　【別室】

＊選出された幹事（代表幹事、書記、会計と３委員長）により各員の希望も考慮
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2022年度（第56回）人文会年次総会報告

書記幹事　水口大介

　2022年度（第56回）の人文会年次総会は、2023年5月19日、「筑摩書房・会議
室」において全会員社出席のもとに開催されました。
　議事は、2022年度（2022年5月1日～2023年4月30日）の活動報告（全般）から始ま

り、会計報告、次いで「販売・企画」「調査・研修」「広報」の各委員会報告お
よび質疑応答、承認と続き、新年度に向けての役員改選および各委員会所属メ
ンバーを決定し、無事終了いたしました。
　代表幹事には、昨年度に引き続き、全会一致で片桐幹夫氏（みすず書房）が選

出されました。
　会計幹事は片山伸治氏（吉川弘文館）、書記幹事は水口大介（創元社）が選出（い

ずれも留任）されました。委員会構成は昨年同様、「販売・企画」「調査・研修」
「広報」の三委員会体制で会活動にあたることを確認しました。
　各委員長（幹事）は、吉岡聡氏（春秋社）が販売・企画委員長（留任）、森卓巳氏

（青土社）が調査・研修委員長（留任）、岩野忠昭氏（白水社）が広報委員長（留任）に

選出されました。
　また、日本評論社の休会が承認されました。
　なお、各委員会の構成は、巻末の「人文会会員名簿」をご参照ください。



人文会会員名簿

〒113-0033　文京区本郷2-20-7　みすず書房内
2023年8月現在

 社　名 担当者 〒 住　所 電　話 FAX

大 月 書 店 佐藤　信治 113-0033 文京区本郷2-27-16 2F 3813-4651 3813-4656
紀 伊 國 屋 書 店 段塚　省吾 153-8504 目黒区下目黒3-7-10 6910-0519 6420-1354
慶應義塾大学出版会 乙子　　智 108-0073 港区三田2-17-31 3451-6926 3451-3124
勁 草 書 房 束原　亮佑 112-0005 文京区水道2-1-1 3814-6861 3814-6854
春 秋 社 吉岡　　聡 101-0021 千代田区外神田2-18-6 3255-9611 3253-1384
晶 文 社 福士篤太郎 101-0051 千代田区神田神保町1-11 3518-4940 3518-4944
誠 信 書 房 郡司　恵太 112-0012 文京区大塚3-20-6 3946-5666 3945-8880
青 土 社 森　　卓巳 101-0064 千代田区神田猿楽町2-1-1 3294-7829 3294-8035
   浅田ビル1F
創 元 社 水口　大介 101-0051 千代田区神田神保町1-2 6811-0662 3219-7800 
   田辺ビル
筑 摩 書 房 河内　秀憲 111-8755 台東区蔵前2-5-3 5687-2680 5687-2685
東京大学出版会 澤畑　　塁 153-0041 目黒区駒場4-5-29 6407-1069 6407-1991
日本評論社（休会中） 　　　　　 170-8474 豊島区南大塚3-12-4 3987-8621 3987-8590
白 水 社 岩野　忠昭 101-0052 千代田区神田小川町3-24 3291-7811 3291-8448
平 凡 社 栗生　圭子 101-0051 千代田区神田神保町3-29 3230-6572 3230-6587
法政大学出版局 三木　　拓 102-0073 千代田区九段北3-2-3 5214-5540 5214-5542
   法政大学九段校舎1F
み す ず 書 房 片桐　幹夫 113-0033 文京区本郷2-20-7 3814-0131 3818-6435
ミネルヴァ書房 本橋　弘行 101-0062 千代田区神田駿河台3-6-1 3525-8460 3525-8461
   菱和ビルディング2F 
吉 川 弘 文 館 片山　伸治 113-0033 文京区本郷7-2-8 3813-9151 3812-3544

代表幹事 片桐幹夫 
会計幹事 片山伸治
書記幹事 水口大介
 《◎委員長（幹事）　○副委員長》
販売・企画委員会 ◎吉岡　聡　○段塚省吾・佐藤信治・福士篤太郎・郡司恵太・栗生圭子
調査・研修委員会 ◎森　卓巳　○澤畑　塁・束原亮佑・河内秀憲
広報委員会 ◎岩野忠昭　○乙子　智・三木　拓・本橋弘行

人文会ホームページ　http://www.jinbunkai.com/
（各種情報／各社へのリンクはこちらからどうぞ）



「高校生のためのブックガイド」のご案内

　人文会では会員各社の刊行物の中から、高校生に読んでもらいたい書籍を
2点ずつ厳選し、「高校生のためのブックガイド」として1枚のリーフレット
にまとめました。書店外商部様や書店店頭でのフェアなどで活用いただいて
おります。

人文会・高校生のためのブックガイド 2021
この注文書をご使用の際は下記FAX番号にお送りください。
各出版社へ責任をもって転送致します。
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教養の書

背表紙の社会学

命を危険にさらして

高校生のための  人物に学ぶ日本の思想史

思考力改善ドリル

感情の哲学入門講義

リベラルなイスラーム  自分らしくある宗教講義

禅ってなんだろう？

これならわかる  戦争の歴史Q&A

古文書を学ぶ  市川海老蔵の証文から

日本史「今日は何の日」事典

恋する日本史

ダーウィンが愛した犬たち

ハリエット・タブマン

王女物語

旧国名でみる日本地図帳

ワイルドサイドをほっつき歩け  ハマータウンのおっさんたち

フランス語っぽい日々

ポストコロナ期を生きるきみたちへ

ファシズムの教室

ポケットブック  影響力の武器

「役に立たない」科学が役に立つ

化学の魅力Ⅲ

高校生からの天文学  驚異の太陽

精神医学の近現代史

新版  14歳からの精神医学

セルフケアの道具箱  ストレスと上手につきあう100のワーク

ひと目でわかる地球環境のしくみとはたらき図鑑

ギフトエコノミー

シンプルなクローゼットが地球を救う

日本のお弁当文化

〈メイド・イン・ジャパン〉の食文化史

どっちの勝ち？

1964年の東京パラリンピック

女の答えはピッチにある

大学１年生の君が、はじめてレポートを書くまで。

理想のリスニング

野の古典
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冊  数NO 書  名ISBN 本体価 出版社 大月書店　御茶の水書房　紀伊國屋書店　慶應義塾大学出版会　勁草書房　春秋社

晶文社　誠信書房　青土社　創元社　筑摩書房　東京大学出版会　日本評論社

白水社　平凡社　法政大学出版局　みすず書房　ミネルヴァ書房　吉川弘文館

教養とはそもそも何か。なぜ大切なの
か。学び生きるうえで大切なすべてを
伝える入門講義。

戸田山和久 著
978-4-480-84320-3
本体1,800円＋税／四六判／416頁
2020年刊／筑摩書房

01. 教養の書 NDC
002

すべての本には意味がある。詩人で社

会学者でもある著者が、忘れていた希

望や理想を取り戻すためのヒントを探

す本を紹介する。

水無田気流 著

978-4-7917-7324-4
本体1,800円＋税／四六判／254頁
2020年刊／青土社

02. 背表紙の社会学
NDC
019

日本を代表する碩学が語るこれから
の将来を担う高校生に届ける講座。

佐伯啓思 編著／公益財団法人国際
高等研究所、高橋義人 監修
978-4-623-09034-1
本体2,400円＋税／四六判／232頁
2020年刊／ミネルヴァ書房

04. 高校生のための
人物に学ぶ日本の思想史

NDC
121

男性のみの戦場ルポの世界に飛び込

んだ、世代も経歴も異なる5人のフラ

ンス人女性戦場ジャーナリストが綴

る、真摯なエッセイ集。

マリーヌ・ジャックマン、アンヌ・バリ
エール他 著／遠藤ゆかり 訳

978-4-422-36012-6
本体1,800円＋税／四六判／200頁
2020年刊／創元社

03. 命を危険にさらして NDC
070

クイズ感覚で問題を解いてクリティカ
ル・シンキングの力を養い、科学リテ
ラシーがぐんぐん身につく。考える力
を磨く実践の書。

植原 亮 著
978-4-326-10285-3
本体2,000円＋税／A5判／216頁
2020年刊／勁草書房

05. 思考力改善ドリル NDC
141

感情と理性は対立する？  ロボットは

感情をもてる？  「感情」にまつわる疑

問に答える、哲学初心者にむけて書か

れた入門書。

源河 亨 著

978-4-7664-2719-6
本体2,000円＋税／四六判／240頁
2021年刊／慶應義塾大学出版会

06. 感情の哲学入門講義 NDC
141

働く人々の携行食から、観劇のお供

の幕の内、名産品を活かした駅弁、松

花堂や現代のキャラ弁まで、庶民の活

力源であったお弁当の歴史。

権代美重子 著

978-4-588-30052-3
本体2,200円＋税／四六判／252頁
2020年刊／法政大学出版局

31. 日本のお弁当文化 NDC
596

東洋初の国際障害者スポーツ大会の

開催に尽力した医師の奮闘と、戦後

の障害者をめぐる社会を描いたノン

フィクション。

佐藤次郎 著

978-4-314-01172-3
本体1,800円＋税／四六判／240頁
2020年刊／紀伊國屋書店

34. 1964年の東京パラリンピック NDC
780

英語の運動感覚を身につけよう！　
「聞く」を通して、英語力の基礎をつく
るための考え方や練習法を解説。ひと
味違う英語本。

阿部公彦 著
978-4-13-083081-2
本体2,300円＋税／A5判／228頁
2020年刊／東京大学出版会

37. 理想のリスニング NDC
831

「国産」礼賛はどこから来た？地産地
消ブームから貿易政策まで、“メイド・
イン・ジャパン”の本質を食文化研究
家が徹底検証。

畑中三応子 著
978-4-393-75125-1
本体2,000円＋税／四六判／240頁
2020年刊／春秋社

32. 〈メイド・イン・ジャパン〉の
食文化史

NDC
611

矛盾だらけの世界で生きぬくために
必要な知恵は？米国初のノーベル賞
受賞黒人女性作家による現代社会の

「イソップ物語」絵本。

トニ・モリソン、スレイド・モリソン 著
978-4-622-08800-4
本体3,000円＋税／A4変型判／104頁
2020年刊／みすず書房

33. どっちの勝ち？ NDC
726

サッカー初心者の著者が地元の女子

チームに入団し、男女の偏見を乗り越

え、連帯する大切さを学び成長する、

抱腹絶倒の体験記。

キム・ホンビ 著

978-4-560-09777-9
本体2,000円＋税／四六判／268頁
2020年刊／白水社

35. 女の答えはピッチにある NDC
789

ノートの取り方、図書館の使い方、ネッ
トの読み方、意見の立て方…大学生に
なったけど「どう勉強すればいいの」
に答える。

川崎昌平 著
978-4-623-08889-8
本体1,400円＋税／A5判／168頁
2020年刊／ミネルヴァ書房

36. 大学１年生の君が、
はじめてレポートを書くまで。

NDC
816

古典には立派なことばかり書いてある

わけではない。煩悩、邪心など教科書

に載らない人間の真の姿を、能楽界

の奇才が語る。

安田 登 著

978-4-314-01180-8
本体1,800円＋税／四六判／400頁
2020年刊／紀伊國屋書店

38. 野の古典
NDC
910

人文会・高校生のためのブックガイド 2022
御注文は日頃より御利用の書店様へお願いいたします。

春秋社
FAX: 03-3253-1384

人文会・高校生のためのブックガイド2022

人文会  〒113-0033  文京区本郷2-20-7  みすず書房内
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14歳からのプログラミング

実在とは何か

海をあげる

中高生のための哲学入門

猫に学ぶ

寝るまえ5分のパスカル「パンセ」入門

カウンセリングの理論 〈上〉

カウンセリングの理論 〈下〉

21世紀の道徳

戦時下の日常と子どもたち

土偶を読む

命のビザ　評伝・杉原千畝

日本史人物〈あの時、何歳？〉事典

ゆるぎなき自由

武器ではなく命の水をおくりたい　中村哲医師の生き方

イラストで学ぶ　地理と地球科学の図鑑

平等ってなんだろう？

命を落とした七つの羽根

囚われし者たちの国

10代からのSDGs

日本語とにらめっこ

児童養護施設で暮らすということ

古代の食を再現する

中国料理の世界史

クラウゼヴィッツ

マンガで読む14歳のための現代物理学と般若心経

GIS

誰がために医師はいる

白球の「物語」を巡る旅

詰将棋の世界

誰よりも、うまく書く

哲学する漱石

漢文ノート

黄春明選集　溺死した老猫

ぼくはテクノロジーを使わずに生きることにした

ムントゥリャサ通りで 〈改装版〉
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冊  数NO 書  名ISBN 定価 出版社
大月書店　紀伊國屋書店　慶應義塾大学出版会　勁草書房　春秋社　晶文社

誠信書房　青土社　創元社　筑摩書房　東京大学出版会　日本評論社　白水社

平凡社　法政大学出版局　みすず書房　ミネルヴァ書房　吉川弘文館

量子論は「物質は実在しない」という。
ではわれ われは存 在 するのだろう
か？  熱い論争の、知られざる展開を
追う！

アダム・ベッカー 著／吉田三知代 訳
978-4-480-86092-7
定価2,750円（10%税込）／四六判／480頁
2021年刊／筑摩書房

02. 実在とは何か NDC
042

はじめての人でも楽しみながら基本を

学べる入門書。丁寧な説明とビジュア

ル解説で、つまづきやすいところも簡

単理解。

千葉滋 著

978-4-13-062461-9
定価2,420円（10%税込）／A5判／248頁
2021年刊／東京大学出版会

01. 14歳からのプログラミング NDC
007

Yahoo!ニュース|本屋大賞2021  ノン
フィクション本大賞。沖縄の生活を、
幼い娘のかたわらで、強く、静かに描
いた傑作。

上間陽子 著
978-4-480-81558-3
定価1,760円（10%税込）／四六判／256頁
2020年刊／筑摩書房

03. 海をあげる NDC
095

2022年４月から18歳は大人です。こ

れから大人になる君たちへ、異色の哲

学者がおくる、哲学からはじまる大人

入門。

小川仁志 著

978-4-623-09308-3
定価1,760円（10%税込）／四六判／204頁

2022年刊／ミネルヴァ書房

04. 中高生のための哲学入門 NDC
100

海外からもたらされたベールボールが

「野球」として国内に定着していく過程

を各地に残る史跡や野球人の足跡を

もとに考察する。

増淵敏之 著

978-4-272-61242-0
定価1,980円（10%税込）／四六判／270頁

2021年刊／大月書店

29. 白球の「物語」を巡る旅 NDC
783

漱石を日本近代の一人の思想家として

捉え、その哲学思想を探る。それは日

本近代において、いかなる意味をもつ

のか、画期的論究。

長谷川徹 著

978-4-393-33239-9
定価4,620円（10%税込）／四六判／528頁

2021年刊／春秋社

32. 哲学する漱石
NDC
910

携帯電話、パソコン、テレビ、電動工
具、ガスコンロも、一切ない暮らしが
はじまった。究極の生活から見えてき
たものは……

マーク・ボイル 著／吉田奈緒子 訳
978-4-314-01187-7
定価2,091円（10%税込）／四六判／357頁
2021年刊／紀伊國屋書店

35. ぼくはテクノロジーを使わずに
生きることにした

NDC
934

李白・杜甫から漱石の『猫』まで、漢

詩・漢文を存分に堪能する珠玉のエッ

セイ。「霞を食らう」「友をえらばば」な

ど24篇。

齋藤希史 著

978-4-13-083083-6
定価2,970円（10%税込）／四六判／320頁

2021年刊／東京大学出版会

33. 漢文ノート
NDC
920

台湾の民衆を温かい眼差しで見つめ、
老若男女の悲哀と希望を描き続けて
きた作家・黄春明の代表的な短編小
説を収録。

黄春明 著
978-4-588-49039-2
定価2,860円（10%税込）／四六判／280頁
2021年刊／法政大学出版局

34. 黄春明選集  溺死した老猫 NDC
923

現実世界と神話的世界の交錯のうち

にカフカ的状況がかもし出される、宗

教学者・文学者エリアーデの代表的幻

想小説。

ミルチャ・エリアーデ 著

978-4-588-49040-8
定価2,750円（10%税込）／四六判／176頁

2021年刊／法政大学出版局

36. ムントゥリャサ通りで  〈改装版〉 NDC
979

ルールの詳しい解説から、奇想天外
な構想、変種ルールまで。将棋の練習
問題にとどまらない広大で豊かな詰
将棋の世界を案内。

齋藤夏雄 著
978-4-535-78923-4
定価1,800円（10%税込）／四六判／240頁
2021年刊／日本評論社

30. 詰将棋の世界 NDC
796

世界で半世紀にわたり読み継がれ、累
計150万部の売上をほこるノンフィク
ション・ライティングの不朽の名著を
待望の邦訳！

ウィリアム・ジンサー 著／染田屋茂 訳
978-4-7664-2774-5
定価2,970円（10%税込）／四六判／368頁
2021年刊／慶應義塾大学出版会

31. 誰よりも、うまく書く NDC
901

この注文書を御使用の際は右のFAX番号にお送り下さい。
各出版社へ責任をもって転送いたします。
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　吉川弘文館

仕事、友人関係などをテーマに、暮ら
しのなかで生じる哲学との出会いや
付き合い方について、体験談を交えて
考察する随筆集。

吉川浩満 著
978-4-314-01193-8
定価1,980円（10%税込）／四六判／272頁
2022年刊／紀伊國屋書店

02. 哲学の門前 NDC
104

インターネットの情報の偏り、フェイク

ニュース、炎上のメカニズムを分析。誰

もが発信者となる「人類総メディア時

代」必携！

山口真一 著

978-4-326-60350-3
定価2,970円（10%税込）／A5判／368頁
2022年刊／勁草書房

01. ソーシャルメディア解体全書 NDC
007

ヨーロッパ近代から現代への移行期。
ユダヤ人として生きたフロイトと、彼の
生み出した精神分析を、ナチズムとの
関係から読み解く。

小俣和一郎 著
978-4-414-42921-3
定価2,420円（10%税込）／四六判／196頁
2022年刊／誠信書房

03. 精神分析とナチズム NDC
146

安楽死や中絶など身近なテーマから、

「善い」とは何かを考える。イギリスが

誇る女性哲学者による、定評ある倫

理学の入門書。

メアリー・ウォーノック 著／
髙屋景一 訳

978-4-393-32403-5
定価2,200円（10%税込）／A5判／176頁
2022年刊／春秋社

04. 考えるあなたのための
倫理入門

NDC
150

高校生のための

人文会が
おすすめする



人文会Twitter開設のお知らせ

　このたび人文会ではTwitterアカウントを開設しました。

アカウント　@jinbunkai
https://twitter.com/jinbunkai

　本会の活動やさまざまな情報を発信していきます。公式サイトよりもス
ピーディーに、また異なる視点からお伝えしていきたいと思っていますので、
是非フォローや投稿のシェアをお願いします。





 

ジョン・ボウルビィ未発表重要論集

実践をデザインするための〈基礎・基本〉

東京神田神保町 ☎03-3294-7829
（価格税込）
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